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〈
第
四
号
議
案
〉
役
員
報
酬
の
件

〈
第
五
号
議
案
〉
経
費
の
賦
課
及
び

徴
収
に
関
す
る
件

〈
第
六
号
議
案
〉
平
成
二
十
四
年
度

借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
に
関
す
る

件〈第
七
号
議
案
〉
一
組
合
員
に
対
す

る
貸
し
付
け
、
ま
た
は
一
組
合
員
の

た
め
に
す
る
債
務
保
証
の
残
高
の
最

高
限
度
額
に
関
す
る
件

　

な
お
、
第
八
号
議
案
「
そ
の
他
」

に
つ
い
て
議
場
に
意
見
を
求
め
た
と

こ
ろ
、
町
田
久
雄
組
合
員
よ
り
「
組

合
の
創
立
二
十
五
周
年
を
機
に
、
当

組
合
員
の
中
よ
り
社
会
貢
献
、
ま
た

組
合
へ
の
貢
献
尽
力
を
さ
れ
た
方
々

に
、
関
係
官
庁
よ
り
表
彰
が
な
さ
れ

る
よ
う
に
取
り
計
ら
っ
て
も
ら
い
た

い
」、
佐
藤
均
組
合
員
よ
り
「
関
西

方
面
で
の
大
刀
剣
市
開
催
を
希
望
す

る
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
深
海
理

事
長
よ
り
「
諸
々
の
問
題
点
や
困
難

は
多
々
あ
る
が
、
執
行
部
と
し
て
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
の

回
答
が
な
さ
れ
た
。

　

以
上
を
も
っ
て
議
事
は
滞
り
な
く

終
了
し
、
土
肥
副
理
事
長
よ
り
閉
会

の
辞
が
述
べ
ら
れ
散
会
と
な
っ
た
。

�

（
飯
田
慶
雄
）

　

出
席
数
は
委
任
状
を
含
め
百
二
十

九
。
猿
田
副
理
事
長
の
開
会
の
辞
に

始
ま
り
、
深
海
理
事
長
が
挨
拶
、
続

い
て
同
理
事
長
が
議
長
に
選
任
さ
れ

各
議
案
の
審
議
に
入
っ
た
。
議
案
は

下
記
の
通
り
で
、
す
べ
て
が
可
決
さ

れ
た
。

〈
第
一
号
議
案
〉
平
成
二
十
三
年
度

事
業
報
告
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度

会
計
報
告

〈
第
二
号
議
案
〉 

平
成
二
十
四
年
度

事
業
計
画

〈
第
三
号
議
案
〉 

平
成
二
十
四
年
度

収
支
予
算

　

第
二
十
五
回
通
常
総
会
は
五
月

十
七
日
、
東
京
美
術
倶
楽
部
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。
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第
二
十
五
回
通
常
総
会
を
開
催

美術刀剣・刀装小道具商

や し ま

刀剣・刀装小道具高価買入

〒202－0022
西東京市柳沢６－８－10
　 ＴＥＬ 042－463－5310
　 ＦＡＸ 042－463－7955
営業時間　午前９時～午後６時
定　休　日　毎日曜日・祝日

刀装小道具通信販売目録
「やしま」

年間10回位発行予定
 購読料10回 2,000円（郵便切手可）

金
工
・
刀
身
彫
刻
・
修
理
・
諸
工
作
一
式

柳

　匠

　堂

　
　
　
〒
７
０
０
–
０
８
２
７ 

岡
山
市
北
区
平
和
町
二
–
八

　
　
　
電
話（
〇
八
六
）
二
二
三
–
二
三
一
九

工
房
　
〒
７
０
０
–
０
８
２
６ 

岡
山
市
北
区
磨
屋
町
七
–
二
十
一

　
　
　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
八
六
）
二
二
三
–
二
三
二
九

柳 

村  

宗 

寿

甲
冑

　刀
剣

　刀
装
具

　古
美
術
一
般

福
隆
美
術
工
芸

〒
１
０
４
–
０
０
６
１ 

東
京
都
中
央
区
銀
座
二
–
一
一
–
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
–
三
五
四
一
–
八
二
〇
九

代
表

　綱
　取
　譲
　一

刀
剣
古
美
術

三
峯
美
術
店

埼
玉
県
秩
父
市
野
坂
町
一
–
十
六
–
二

西
武
秩
父
駅
連
絡
通
路 

町
久
ビ
ル
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
九
四
–
二
三
–
三
〇
六
七

町 

田  

久 

雄

美
術
刀
剣
、
小
道
具
、
武
具
類
の

売
買
、
加
工
及
び
御
相
談
承
り
ま
す

日
本
橋
三

日
本
橋
二
丁
目

堺
筋  

日
本
一

←湊町

←至難波

上六→
大阪南美術

会館

N

吉
井
➡

大
阪
厚
生

　
信
用
金
庫

千日前南通

高
島
屋
別
館

大
阪
市
中
央
区
日
本
橋
二
丁
目
七
番
一
号

電
　
話
　
〇
六（
六
六
三
一
）二
二
一
〇
番

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
六（
六
六
四
四
）五
四
六
四
番

〈支出の部〉
科　目 金　額 備　考

事 業 費 ￥28,400,000
市 場 運 営 ￥4,800,000 交換会運営費（会場費・手当・食事代他借入れ利息）

共同販売事業費 ￥22,000,000 大刀剣市開催費用
（会場設営・全国紙広告代・カタログ作成等他）

教 育 情 報 費 ￥1,500,000 組合新聞発行（刀剣界・全刀商誌）他
事 業 運 営 費 ￥100,000 総会、他の事業費
一 般 管 理 費 ￥11,735,000
職 員 給 料 手 当 ￥6,000,000 職員給賞与他　人件費等
事 務 消 耗 品 ￥1,000,000 リース料・カウンター料・事務消耗品等
通 信 費 ￥900,000 インターネット・ＴＥＬ・携帯・宅配・メール便・電報
旅 費 交 通 費 ￥580,000 定期代他・査定交通費・運搬交通駐車場費等
会 議 費 ￥30,000 理事会、委員会他
交 際 費 ￥100,000 渉外関係
水 道 光 熱 費 ￥145,000 ガス・水道・電気
諸 会 費 ￥300,000 関係団体
支 払 手 数 料 ￥800,000 顧問料（経理士・司法書士）

福 利 厚 生 費 ￥250,000 社会保険料・労働保険料他
広 告 宣 伝 費 ￥255,000 組合ホームページ
慶 弔 費 ￥50,000 慶弔費
管 理 費 ￥500,000 スカイプラザ（組合）

雑 費 ￥75,000 アルソック警備費他
租 税 公 課 ￥750,000 諸税金・印紙

合　計 ￥40,135,000 ￥40,135,000

〈収入の部〉
科　目 金　額 備　考

市場運営営業収入
交換会受取手数料 ￥9,640,000 通常交換会　￥8,640,000 

（18,000000×4%×12回）
会費収入　　￥1,000,000 

共 同 販 売 事 業 ￥25,000,000 大刀剣市収入金
賦 課 金 収 入 ￥2,695,000 組 合 員（190人×12,000）

賛助会員（83人×5,000）
事 業 外 収 入 ￥2,800,000 受取利息、雑収入、その他の事業収入

合　計 ￥40,135,000

り
ま
し
た
。

　

ま
ず
日
刀
保
・
小
野
会
長
よ
り
、

本
日
参
集
し
た
意
義
が
確
認
さ
れ
、

「
今
後
、
日
刀
保
・
刀
文
協
・
刀
剣

商
組
合
が
手
を
携
え
、
三
位
一
体
と

な
っ
て
、
厳
し
い
景
況
に
あ
る
刀
剣

界
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

団
体
の
歴
史
は
浅
い
も
の
の
、
一

年
半
前
に
公
益
認
定
を
得
て
い
る
刀

文
協
か
ら
は
、
発
足
時
の
状
況
か
ら

現
在
ま
で
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
に

つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
、

①
刀
文
協
と
日
刀
保
は
、
刀
剣
界
発

展
の
た
め
共
存
共
栄
で
行
く

②
コ
ン
ク
ー
ル
事
業
や
技
能
講
習
会

事
業
な
ど
、
共
通
す
る
分
野
に
つ

い
て
は
、
双
方
で
定
期
的
に
会
合

を
持
ち
検
討
す
る
た
め
の
委
員
会

　

五
月
十
八
日
、
東
京
都
内
の
会
議

場
に
お
い
て
、
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
（
日
刀
保
）
と
日
本
刀
文
化
振

興
協
会
（
刀
文
協
）
の
両
公
益
財
団

法
人
首
脳
に
よ
る
懇
談
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

日
刀
保
か
ら
は
小
野
裕
会
長
・
柴

原
勤
専
務
理
事
・
福
本
富
雄
常
務
理

事
・
後
藤
安
孝
事
務
局
長
、
刀
文
協

か
ら
は
河
端
照
孝
特
別
顧
問
・
高
山

一
之
理
事
・
小
野
博
理
事
・
倉
持
正

理
事
の
そ
れ
ぞ
れ
四
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
刀
剣
界
の
一
翼
を
担
う
当

組
合
に
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出

席
の
要
請
が
あ
り
、
深
海
理
事
長
・

冥
賀
理
事
・
服
部
理
事
が
参
加
し
ま

し
た
。
も
し
か
し
て
刀
剣
界
の
歴
史

的
瞬
間
が
訪
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と

期
待
し
つ
つ
、
会
談
の
推
移
を
見
守

を
立
ち
上
げ
る

　

の
二
項
目
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
中
で
当
組
合
か
ら
も

「
新
作
刀
の
み
な
ら
ず
、
研
磨
・
外

装
な
ど
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
、
両
協
会

で
一
本
化
し
て
開
催
で
き
な
い
も
の

か
」
と
提
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

第
一
回
の
懇
談
会
は
、
最
後
に
小

野
会
長
と
河
端
特
別
顧
問
が
握
手
を

交
わ
し
、
一
時
間
ほ
ど
で
終
了
し
ま

し
た
。�

（
服
部
暁
治
）

日
刀
保
と
刀
文
協
が
会
談

平成24年度収支予算
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銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
い

わ
ゆ
る
「
銃
刀
法
」）
が
施
行
さ
れ

て
六
十
二
年
が
た
ち
ま
し
た
（
昭
和

二
十
五
年
の
制
定
当
時
は
銃
砲
刀
剣

類
等
所
持
取
締
令
。
現
行
の
銃
刀
法

制
定
は
昭
和
三
十
三
年
）。

　

終
戦
直
後
の
過
酷
な
刀
狩
り
を
経

て
、
二
十
一
年
に
勅
令
「
銃
砲
所
持

禁
止
令
」
が
施
行
さ
れ
る
と
、
美
術

の
対
象
と
認
め
ら
れ
る
刀
剣
類
は
例

外
と
し
て
所
持
が
許
さ
れ
ま
し
た

が
、
銃
砲
刀
剣
類
の
取
り
締
ま
り
が

日
本
政
府
に
完
全
に
委
ね
ら
れ
る
の

は
、
こ
の
銃
刀
法
ま
で
待
た
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

同
法
で
は
「
文
化
庁
長
官
は
、
…

美
術
品
と
し
て
価
値
の
あ
る
刀
剣
類

の
登
録
を
す
る
も
の
と
す
る
」
と
明

確
に
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
が
取
り
扱
う
刀
剣

類
の
中
に
も
、
当
時
の
い
か
に
も
古

そ
う
な
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
が
付
い

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
過
去
、
各
都
道
府
県
に
お

け
る
受
付
や
登
録
の
方
法
が
ま
ち
ま

ち
だ
っ
た
た
め
に
、
登
録
証
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
出
て
き
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
す
。
こ
れ
は
以
前

か
ら
、
私
た
ち
刀
剣
商
の
死
活
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
記
載
漏
れ
や
寸
法
の
誤

記
な
ど
は
、
刀
剣
を
取
得
し
た
新
所

有
者
が
名
義
変
更
を
行
う
際
に
、
登

録
証
の
記
載
内
容
と
原
票
の
不
一
致

か
ら
初
め
て
知
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
法
律
に
従
っ
て
名
義
変
更
を
す

る
つ
も
り
が
、
不
備
で
あ
る
こ
と
に

は
違
い
な
く
、
見
方
に
よ
っ
て
は
銃

刀
法
違
反
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

過
去
の
記
載
内
容
が
誤
っ
て
い
た

り
、
不
明
確
だ
っ
た
り
す
る
登
録
証

の
問
題
解
決
に
時
間
が
か
か
る
と
、

中
に
は
名
義
変
更
を
怠
る
人
も
出
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
登
録
さ
れ
た
刀

剣
類
は
二
百
数
十
万
点
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
こ
の
中
に
名
義
変
更
す
る
際

に
登
録
証
不
備
と
さ
れ
る
も
の
が
ど

れ
ほ
ど
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
見
当
も

つ
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
の
対
処
法
を
合

理
的
に
簡
素
化
し
、
迅
速
な
処
理
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
美
術
刀
剣
の

普
及
に
有
益
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
文

化
財
保
護
に
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。

　

当
組
合
お
よ
び
各
組
合
員
は
、
一

般
の
刀
剣
所
有
者
や
愛
刀
家
の
代

弁
者
で
も
あ
る
の
で
、
去
る
五
月

二
十
八
日
、
深
海
理
事
長
・
飯
田
前

理
事
長
・
清
水
専
務
理
事
と
と
も
に

東
京
都
教
育
庁
地
域
教
育
支
援
部
管

理
課
文
化
財
保
護
係
を
訪
ね
、
現
状

を
伺
う
と
と
も
に
指
導
を
い
た
だ
い

て
き
ま
し
た
。

　

当
方
の
質
問
や
意
見
に
対
す
る
担

当
の
方
の
主
な
回
答
は
、
以
下
の
通

り
で
す
。

○
登
録
の
精
度
向
上
を
図
る
た
め
、

登
録
さ
れ
る
刀
剣
類
一
点
に
対
し

二
人
の
登
録
審
査
員
が
審
査
に
携

わ
り
、
正
確
な
原
票
と
登
録
証
の

作
成
に
当
た
る
。
過
去
の
記
載
漏

れ
や
誤
記
は
な
く
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
こ
と
。

○
登
録
申
請
書
・
内
容
変
更
事
項
届

出
書
な
ど
の
各
種
書
類
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
銃
砲
刀
剣
類
登
録
の

ご
案
内
」
か
ら
誰
で
も
い
つ
で
も

入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
処
理
の
お
か
げ
で
申
請

す
る
側
と
受
け
る
側
が
無
駄
の
な

い
迅
速
な
対
応
が
可
能
に
な
っ
た

こ
と
。

　

審
査
員
二
人
態
勢
を
し
ば
ら
く
継

続
し
な
が
ら
諸
問
題
を
改
善
し
て
い

く
方
針
で
あ
る
と
の
こ
と
。
過
去
の

事
例
を
教
訓
に
し
、
着
実
に
向
上
し

て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

○
東
京
都
で
は
以
前
は
年
間
約
四
千

振
の
名
義
変
更
届
を
受
理
し
て
い

た
が
、
こ
こ
数
年
は
約
六
千
振
を

受
理
し
て
い
る
こ
と
。

　

こ
れ
は
、
警
視
庁
や
文
化
財
保
護

係
と
当
組
合
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、

銃
刀
法
の
内
容
が
組
合
員
や
愛
刀
家

の
皆
さ
ま
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
表

れ
だ
と
思
い
ま
す
。

○
登
録
証
の
不
備
問
題
に
関
し
て
は

文
化
庁
の
指
導
要
項
に
従
い
、
偽

造
・
改
ざ
ん
に
関
し
て
は
所
有
者

が
警
視
庁
に
そ
の
旨
を
届
け
て
事

件
性
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
も
の

に
関
し
て
は
、
あ
ら
た
め
て
新
規

登
録
と
し
て
登
録
証
の
発
行
を
し

て
い
る
こ
と
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
専
門
性
が

問
わ
れ
る
だ
け
に
総
合
的
な
判
断
が

難
し
く
、
手
続
き
も
煩
雑
に
な
り
が

ち
な
と
こ
ろ
で
す
。
警
視
庁
、
教
育

庁
、
当
組
合
の
三
者
が
、
前
向
き
に

話
し
合
え
る
環
境
を
作
り
、
簡
素
な

手
続
き
で
迅
速
な
名
義
変
更
が
で
き

る
よ
う
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

都
道
府
県
に
よ
り
対
応
が
ま
ち
ま

ち
で
あ
る
現
在
、
全
国
共
通
の
書
式

を
作
る
な
ど
、
さ
ら
に
透
明
性
あ
る

登
録
審
査
を
目
指
す
に
は
、
相
互
の

情
報
交
換
が
不
可
欠
で
あ
る
と
痛
感

し
ま
し
た
。

○
申
請
が
あ
れ
ば
、
小
刀
に
も
登
録

証
を
発
行
し
て
い
る
こ
と
。

○
一
般
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
質

問
の
う
ち
、
刀
剣
類
の
金
銭
的
価

値
（
評
価
額
）
に
関
し
て
は
当
組

合
を
、
鑑
定
に
関
し
て
は
二
団
体

（
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣

保
存
協
会
・
日
本
刀
剣
保
存
会
）

を
、
内
容
次
第
で
は
全
日
本
刀
匠

会
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
。

　

な
お
、
東
京
都
の
文
化
財
保
護
係

か
ら
は
当
組
合
員
に
協
力
願
い
た
い

事
項
を
二
点
承
っ
て
き
ま
し
た
。

　

登
録
審
査
員
の
中
に
は
日
ご
ろ
仕

事
で
私
た
ち
が
お
世
話
に
な
っ
た
り

す
る
方
も
い
ま
す
が
、
当
日
は
非
常

勤
の
公
務
員
と
し
て
業
務
に
携
わ
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
挨
拶
以
上
の
会
話

は
、
一
般
の
方
か
ら
、
審
査
員
と
の

間
に
癒
着
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
誤
解
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、

仕
事
に
も
差
し
支
え
ま
す
。
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
話
は
極
力
控
え
て
く
だ
さ

い
と
の
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
点
は
、
審
査
会
場
に
お
客

さ
ま
を
同
行
さ
れ
る
場
合
の
こ
と
で

す
。
で
き
る
だ
け
登
録
審
査
代
行
の

委
任
状
を
お
客
さ
ま
に
書
い
て
も
ら

い
、
業
者
の
方
が
代
行
し
て
登
録
審

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
。

ま
た
、
審
査
会
場
付
近
で
の
品
物
や

現
金
の
や
り
取
り
な
ど
は
く
れ
ぐ
れ

も
控
え
て
ほ
し
い
と
の
お
願
い
で
し

た
。
心
し
た
い
も
の
で
す
。

　

過
去
の
問
題
を
ど
う
処
理
す
る

か
、
こ
れ
か
ら
起
こ
り
得
る
問
題
に

ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か
は
、
こ
と

登
録
証
問
題
に
関
し
て
は
、
組
合
だ

け
で
は
到
底
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
今

後
は
登
録
審
査
制
度
の
向
上
に
む
け

て
、
関
係
省
庁
、
各
団
体
と
の
関
係

を
ま
す
ま
す
緊
密
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。�

（
嶋
田
伸
夫
）

東
京
都
文
化
財
保
護
係
を
訪
ね
意
見
交
換

登
録
証
の
内
容
変
更
に

簡
素
で
迅
速
な
手
続
き
を
望
む

組合こよみ
（平成24年４月～６月）

4 月25日
25日

5 月 8 日
17日

17日

17日

18日

25日

28日

29日

6 月 4 日

11日

17日

22日

27日

第25回通常総会資料を送付。
『刀剣界』第５号最終校正。深海理
事長・服部理事・土子民夫氏。

『刀剣界』入荷発送。
東京美術倶楽部にて第25回通常総会
を開催。出席81名、委任状74名。
東京美術倶楽部にて組合交換会を開
催。参加84名、出来高29,000,000円。
東京美術倶楽部にて『刀剣界』編集
委員会を開催。出席者、深海理事長・
川島副理事長・服部理事・冥賀理事・
綱取理事・持田監事・飯田慶雄氏・
齋藤隆久氏・藤岡弘之氏・松本義行
氏・生野正氏・新堀賀将氏・宮澤琢
氏・大平将広氏・土子氏
公益財団法人日本美術刀剣保存協会
と公益財団法人日本刀文化振興協会
の懇談会にオブザーバーとして組合
より深海理事長・冥賀理事・服部理
事が参加。

『刀剣界』第６号の暑中見舞い広告
募集の案内を発送。
登録審査業務の件につき、深海理事
長・清水専務理事・嶋田理事・飯田
理事が東京都文化財保護係を訪ね協
議。
長野県諏訪警察署よりの品触れを組
合員・賛助会員にＦＡＸ通信。
第24回「大刀剣市」出店申込案内を
発送。
深海理事長・清水専務理事が警視庁
生活安全課を訪問。
東京美術倶楽部にて組合交換会を開
催。参加61名、出来高18,574,000円。
紙パルプ会館にて『全刀商』編集委
員会を開催。『刀剣界』暑中見舞い
広告調整。出席者、深海理事長・清
水専務理事・綱取理事・冥賀理事・
持田監事・齋藤隆久氏・服部一隆氏・
藤岡氏・松本氏・生野氏・宮澤氏・
大平氏・土子氏。
組合員証（メンバーズカード）・身分
証明書（警察庁許可）の案内を発送。

●盗品手配
　５月に長野県諏訪警察署管内で刀剣などが盗
まれる被害がありました。下記の品が持ち込まれ
たり、見聞きした場合には連絡をお願いします。

　刀 （金象嵌銘）兼光　（附）本阿弥光常折紙
長さ72.8㎝　反り1.4㎝　目釘穴２
登録証昭和26年３月19日・東京4377号

（特別重要刀剣）
　刀　銘 伯耆守藤原汎隆

長さ２尺１寸　目釘穴２
　刀　銘 備前国住人広則

長さ２尺３寸３分　目釘穴１
　脇指　銘 豊後高田住藤原行光

長さ52.0㎝　目釘穴２
　刀掛け　金蒔絵　表あずまや　裏草花式

〈連絡先〉 長野県諏訪警察署刑事課（扱い・増澤
健治）☎0266（57）0110 内線332
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刀
剣
業
界
の
景
気
動
向
を
観
察

し
、
そ
れ
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
解
説
を

試
み
る
目
的
で
本
欄
は
設
け
ら
れ

た
。
今
回
も
本
来
な
ら
ば
こ
の
第
６

号
が
発
行
さ
れ
る
七
月
半
ば
か
ら
第

７
号
発
行
予
定
の
九
月
中
旬
ま
で
の

二
カ
月
の
ス
パ
ン
で
、
刀
剣
界
に
吹

く
風
の
速
さ
そ
し
て
潮
の
流
れ
を
、

一
般
経
済
の
諸
指
標
を
参
考
に
眺
め

る
予
定
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
五
月
初
旬
の
一
名
を
皮

切
り
に
六
月
に
相
次
い
で
三
名
、
計

四
名
の
倒
産
が
二
カ
月
以
内
に
表
面

化
し
、
刀
剣
界
は
総
額
五
億
円
（
弁

護
士
事
務
所
か
ら
の
通
知
に
よ
る
合

算
金
額
。
一
般
愛
好
家
に
も
被
害
は

及
ん
で
お
り
、
実
際
は
こ
れ
を
上
回

る
と
予
測
さ
れ
る
）
以
上
に
上
る
被

害
を
被
っ
た
。
し
か
も
こ
の
う
ち
の

三
名
は
、
組
合
員
が
投
票
で
選
ん
だ

現
職
の
理
事
で
あ
る
。

　

過
去
に
も
刀
剣
業
者
の
倒
産
の
例

な
し
と
は
し
な
い
が
、
こ
れ
ほ
ど
短

期
間
に
複
数
の
支
払
い
不
能
者
が
出

た
こ
と
は
こ
の
五
十
年
間
を
見
て
も

な
く
、
業
界
は
強
風
に
煽
ら
れ
た
上

に
、
足
元
は
激
震
に
見
舞
わ
れ
た
感

が
あ
る
。

　

従
来
は
支
払
い
不
能
に
陥
っ
た
同

業
者
に
対
し
て
は
、
一
部
の
多
額
債

務
者
を
除
い
て
は
概
し
て
寛
容
で
、

業
界
を
去
っ
た
後
ま
で
も
鞭
打
つ
よ

う
な
言
動
は
聞
か
れ
な
い
の
が
常
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
第
一
に
、
長
年
の

同
業
で
取
引
も
あ
り
、
親
し
く
交
わ

っ
た
時
期
も
あ
っ
た
人
が
、
何
ら
か

の
事
情
で
行
き
詰
ま
っ
た
こ
と
を
責

め
な
い
と
い
う
優
し
さ
と
、
諦
め
の

気
持
ち
の
な
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
多
額
の
不
払
い
が
生
じ

た
交
換
会
で
あ
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど

は
共
同
出
資
の
会
で
あ
り
、一
年
間
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
期
間
の
歩
金

収
入
で
穴
埋
め
が
可
能
と
な
り
、
個

人
的
に
は
出
費
が
伴
わ
な
い
場
合
が

多
い
こ
と
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
支
払
い
を
せ
ず
に
姿
を

く
ら
ま
し
た
債
務
者
を
追
及
す
る
時

間
も
手
立
て
も
な
く
、
債
権
者
各
自

に
よ
っ
て
も
事
情
が
異
な
り
、
法
的

措
置
の
取
り
方
も
わ
か
ら
な
い
と
い

う
実
情
が
挙
げ
ら
れ
る
。
仮
に
相
手

に
た
ど
り
着
い
て
も
支
払
い
能
力
は

な
く
、
徒
労
に
終
わ
る
よ
り
は
、
自

ら
反
省
し
明
日
か
ら
の
さ
ら
な
る
努

力
に
よ
っ
て
取
り
返
す
と
い
う
気
持

ち
に
切
り
替
え
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
刀
剣
業
界
の
甘
い
体

質
を
突
い
て
、
今
回
の
一
連
の
不
払

い
事
件
は
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
そ
れ

も
弁
護
士
事
務
所
か
ら
の
突
然
の
文

書
に
よ
っ
て
、
債
権
者
に
通
知
が
あ

っ
た
の
み
で
あ
る
。

　

本
欄
は
業
界
の
景
況
を
観
測
す
る

の
が
使
命
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ほ
ど

一
度
に
同
様
の
方
法
で
支
払
い
回
避

が
続
出
す
る
事
態
を
迎
え
て
は
、
仮

に
景
況
感
に
上
向
き
の
兆
し
が
感
じ

ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
筆
に
す

る
の
は
債
権
者
に
対
し
て
も
不
謹
慎

で
あ
り
失
礼
で
も
あ
ろ
う
。

　

商
売
に
行
き
詰
ま
っ
て
倒
産
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
者
に
も
、
そ
れ
な
り

の
事
情
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
巨
額
の

債
務
を
、
弁
護
士
か
ら
の
通
知
の
み

で
幕
引
き
と
す
る
業
界
の
体
質
が
改

め
ら
れ
な
い
以
上
、
次
に
も
同
様
の

手
口
で
事
業
を
終
わ
り
に
す
る
者
が

続
く
か
も
し
れ
な
い
。

　

寛
容
と
放
置
の
繰
り
返
し
で
は
、

業
界
の
信
用
は
揺
ら
ぐ
ば
か
り
で
あ

る
。
一
般
の
経
済
社
会
の
法
則
に
準

じ
て
、
粛
々
と
し
か
る
べ
き
手
続
き

を
執
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
屛
風
と
商

人
は
曲
が
ら
な
く
て
は
立
た
な
い
、

と
い
う
言
葉
は
言
い
得
て
妙
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
下
地
が

平
ら
で
あ
る
こ
と
が
大
前
提
の
こ
と

で
あ
る
。
社
会
共
通
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
上
に
こ
そ
屛
風
は
立
つ
の

で
あ
る
。

営業時間　午前10時～午後６時
定　休　日　水曜・土曜（日曜営業中）

〒161-0033
東京都新宿区下落合3-17-33

ＴＥＬ 03（3951）3312
ＦＡＸ 03（3951）3615

http://www.iidakoendo.com

りそな銀行
池袋 上野

東京

品川新宿

三井住友銀行

マ
ク
ド
ナ
ル
ド

み
ず
ほ
銀
行当店

目白通り 目白駅

〈JR山手線目白駅下車徒歩左へ３分〉

飯田高遠堂

刀剣・小道具・甲冑武具
創業明治十三年

目白

代表取締役 飯 田 慶 久

㈱美術刀剣松本

松本 富夫
義行

野田会（刀剣・刀装具）市場
毎月３日・19日開催

〒278-0043
千葉県野田市清水 199-1
ＴＥＬ　04-7122-1122
ＦＡＸ　04-7122-1950
E-mail　info@touken-matsumoto.jp

美術日本刀・鐔・小道具・甲冑

日本の伝統文化を彩る
JAPAN SWORD CO., LTD.

〒105-0001
東京都港区虎ノ門３-８-１

ＴＥＬ 03-3434-4321
ＦＡＸ 03-3434-4324

伊波賢一 Ken-ichi Inami

㈱ 日 本 刀 剣

ホテル
オークラ

虎ノ門
　三丁目角

桜田通り
虎ノ門

↓新橋

出口 2

地下鉄虎ノ門駅２番出口より直進、徒歩３分〔日祝休〕

〒104-0061
東京都中央区銀座４-３-11

松崎煎餅ビル４階

㈱銀座泰文堂 　代表  川 島 貴 敏

ＴＥＬ 03-3563-2551
ＦＡＸ 03-3563-2553

フリーダイヤル 0120-402037

http://www.taibundo.com

泰文堂銀座

「刀剣画報」
実寸大通信販売カタログ
年６回発行  年間購読料4,000円

古名刀から現代刀、御刀の
ことならお任せください！

連絡先
090-8845-2222

60回までの低金利刀剣クレジットお取り扱い

　 〒114-0023
東京都北区滝野川７-16-６

電　話 03-5394-1118
ＦＡＸ 03-5394-1116

営業時間11時～19時
月曜日定休（祝日は営業）

代表者　髙 島 吉 童
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わ
が
国
古
墳
時
代
の
出
土
鉄
剣
・

鉄
刀
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
銘
文
象
嵌

の
あ
る
も
の
は
以
下
の
五
点
、
そ
の

中
で
紀
年
銘
の
あ
る
も
の
は
二
点
と

さ
れ
て
き
た
（
○
印
は
干
支
入
り
）。

　

稲
荷
台
一
号
墳
「
王
賜
」
銘
鉄
剣

(

千
葉
県
市
原
市)

　

江
田
船
山
古
墳
「
獲
□
□
□
鹵
大

王
」
銀
象
嵌
銘
大
刀
（
熊
本
県
玉
名

郡
和
水
町
）

○
稲
荷
山
古
墳「
獲
加
多
支
鹵
大
王
」

金
錯
銘
鉄
剣
（
埼
玉
県
行
田
市
）

　

岡
田
山
一
号
墳
「
各
田
部
臣
」
銀

象
嵌
銘
鉄
刀
（
島
根
県
松
江
市
）

○
箕
谷
二
号
墳
「
戊
申
年
」
銅
象
嵌

銘
鉄
刀
（
兵
庫
県
養
父
市
）

　

国
産
以
外
で
は
ほ
か
に
、
東
大
寺

山
古
墳
「
中
平
」
鉄
刀
と
石
上
神
宮

「
七
支
刀
」（
い
ず
れ
も
奈
良
県
天
理

市
）
の
二
点
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
金

象
嵌
で
元
号
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
昨
年
九
月
、
福
岡
市
教

育
委
員
会
が
、
三
口
目
の
紀
年
象
嵌

銘
入
り
鉄
製
大
刀
の
発
表
し
て
以

来
、
考
古
・
歴
史
の
分
野
で
は
大
き

な
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
刀
は
、
九
州
大
学
の
移
転
地
で

あ
る
福
岡
市
西
区
の
元
岡
古
墳
群
か

ら
出
土
し
た
。長
さ
は
七
五
㎝
。エ
ッ

ク
ス
線
撮
影
に
よ
る
と
、
棟
の
部
分

一
三
～
一
四
㎝
に
わ
た
っ
て
「
大
歳

庚
寅
正
月
六
日
庚
寅
日
時
作
刀
凡

十
二
果
□
」
の
十
九
文
字
が
確
認
さ

れ
た
（
十
九
字
目
は
不
明
）。

　

庚
寅
年
の
正
月
六
日
が
庚
寅
日
に

当
た
る
の
は
西
暦
五
七
〇
年
で
あ
る

か
ら
、
銘
文
の
大
意
は
「
五
七
〇
年

一
月
六
日
に
刀
を
作
っ
た
。
お
よ
そ

十
二
回
錬
り
鍛
え
た
」
と
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ

ば
、
暦
は
五
五
四
年
に
百
済
か
ら
来

た
暦
博
士
が
伝
え
た
と
い
う
。
専
門

家
は
、
中
国
の
宋
時
代
に
使
わ
れ
始

め
た
元
嘉
暦
と
み
て
い
る
。
従
っ
て

本
刀
は
、「
具
体
的
な
年
月
日
を
記

し
た
初
め
て
の
国
産
刀
剣
の
出
土
」

で
あ
り
、「
暦
を
使
用
し
た
最
古
の

事
例
」「
日
本
列
島
で
元
嘉
暦
を
使

い
こ
な
し
て
い
た
証
拠
」
と
な
る
。

　

元
岡
遺
跡
か
ら
は
か
つ
て
、
日
本

国
の
建
元
年
号
で
あ
る
「
大
宝
元

年
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
も
出
土
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
大
和
政
権
の
支

配
の
広
が
り
を
説
き
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
邪
馬
台
国
＝
大
和
説
の
確
信
に
結

ぶ
向
き
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
早
計
で

あ
ろ
う
。

　

元
岡
古
墳
群
は
、
以
前
の
弥
生
時

代
の
奴
国
と
伊
都
国
の
中
間
に
位
置

し
、
水
陸
交
通
の
要
衝
に
当
た
る
。

古
代
の
製
鉄
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
一
層

の
解
明
が
待
た
れ
る
。 

（
Ｔ
）

元
岡
古
墳
出
土
・
銘
文
鉄
刀
は

暦
使
用
の
最
古
の
事
例
か

お
知
ら
せ
と
お
願
い

■
本
紙
購
読
に
つ
い
て

　
『
刀
剣
界
』
は
隔
月
で
発
行
し
て
い
ま
す
。
購
読
料
は
無
料
で

す
。
組
合
員
・
賛
助
会
員
以
外
の
方
で
継
続
購
読
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、組
合
ま
で
必
ず
書
面
で
お
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

本
紙
は
組
合
の
機
関
紙
で
あ
る
と
と
も
に
、
紙
名
の
よ
う
に

刀
剣
界
を
網
羅
し
、
斯
界
に
役
立
つ
情
報
紙
で
あ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
広
く
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
・
レ
ポ
ー
ト
、
催
事
情
報

を
は
じ
め
、
ご
覧
に
な
っ
た
新
聞
や
雑
誌
記
事
、
Ｔ
Ｖ
番
組
の

感
想
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
何
で
も
結
構
で
す
。

　

た
だ
し
、
紙
面
の
関
係
で
編
集
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

■
広
告
募
集
中
で
す

　

広
告
も
読
者
に
と
っ
て
は
有
益
な
情
報
の
一
つ
で
す
。
本
紙

で
は
記
事
と
と
も
に
順
次
、
広
告
欄
の
充
実
も
期
し
て
ま
い
り

ま
す
。
料
金
は
、
年
間
六
回
で
五
万
円
で
す
。
た
だ
し
、
編
集

委
員
会
の
審
査
に
よ
り
ご
要
望
に
沿
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
節
は
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
（
全
刀
商
）
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刀
剣
商
リ
レ
ー
訪
問
❻	

伊
波
賢
一
さ
ん

縦
７
㎝
×
横
６
㎝

　

何
と
も
面
白
い
、
河
童
を
画
題
に

し
た
江
戸
時
代
の
鐔
で
す
。
古
い
時

代
の
掛
軸
や
絵
巻
物
に
幽
霊
画
や
地

獄
絵
図
の
類
を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
本
作
の
よ
う
に
妖
怪
や
幽
霊

を
武
具
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
用
い
た

作
品
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
り
、
そ
れ

ら
の
現
存
作
品
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。

　

私
が
本
作
に
出
会
っ
た
の
は
、
五

年
ほ
ど
前
。
ご
縁
あ
っ
て
某
武
具
コ

レ
ク
タ
ー
か
ら
宝
物
と
し
て
大
切
に

し
て
い
る
と
い
う
河
童
図
鐔
を
見
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
一
目
見
て
、
言
い
知
れ
ぬ
感

動
を
覚
え
ま
し
た
。
帰
っ
て
か
ら
数

日
間
、
作
を
思
い
出
す
た
び
に
欲
し

く
な
り
、
後
日
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
運
良
く
譲
っ
て
い
た
だ
け
ま
し

た
。鐔
を
手
に
し
て
足
取
り
も
軽
く
、

帰
路
に
着
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
以
来
、
こ
の
鐔
の
河
童
が
可
愛

く
て
、
日
々
眺
め
て
は
楽
し
ん
で
お

り
ま
す
。

　

作
品
は
、
河
童
が
左
手
に
ス
ス
キ

の
枝
を
持
っ
て
月
夜
の
川
原
に
立

ち
、
手
招
き
を
し
て
い
る
様
子
を
、

鉄
地
に
金
銀
象
嵌
高
彫
に
よ
っ
て
表

し
て
い
ま
す
。

　

河
童
と
い
う
と
思
い
出
す
の
が
、

某
酒
造
メ
ー
カ
ー
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
よ
う
に
愛
嬌
あ
る
可
愛
い
も
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
本
鐔
の
河
童
と
見

比
べ
て
く
だ
さ
い
。
江
戸
時
代
の
河

童
は
口
が
大
き
く
、
鋭
い
歯
が
光
っ

て
い
ま
す
。
目
も
大
き
く
、
怖
い
で

す
。
腕
一
面
に
鱗
が
あ
り
ま
す
。
足

の
指
は
四
本
。
手
の
指
数
は
確
認
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
姿
な
ら
ば
、
誰
が

見
て
も
立
派
な
妖
怪
、
ま
さ
に
化
け

物
で
す
ね
。

　

古
来
よ
り
、
日
本
各
地
に
は
河
童

伝
説
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
を
研
究
し
て
い
く
上
で
、
こ
の
河

童
鐔
は
重
要
な
資
料
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。『
刀
剣
界
』
を
通
し
て
、

全
国
の
皆
さ
ま
に
江
戸
時
代
の
河
童

さ
ん
を
ご
紹
介
で
き
ま
し
た
こ
と
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

【
解
説
・
河
童
に
つ
い
て
】

　

河
童
は
、
か
つ
て
北
は
青
森
か
ら

南
は
九
州
の
鹿
児
島
ま
で
、
全
国
の

至
る
と
こ
ろ
の
川
に
生
息
し
て
い
た

と
さ
れ
ま
す
。
も
と
も
と
は
水
神
の

使
い
で
あ
っ
た
も
の
が
、
水
神
信
仰

が
廃
れ
て
妖
怪
に
化
し
て
し
ま
っ
た

も
の
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
来
伝
承
さ
れ
る
日
本
の
妖
怪
の

中
で
最
も
有
名
な
も
の
の
一
つ
で
、

そ
の
姿
が
ひ
ょ
う
き
ん
、
ユ
ー
モ
ラ

ス
で
あ
り
、
世
代
を
超
え
た
親
し
み

深
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
で
も
各
地
に
河
童
信
仰
や
河

童
伝
説
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
、
一

面
で
は
「
良
く
な
い
も
の
＝
不
幸
」

を
水
中
に
引
っ
張
り
込
ん
で
、
洗
っ

て
福
に
変
え
て
く
れ
る
と
さ
れ
、
そ

の
お
か
げ
を
も
っ
て
「
不
幸
退
散
」

「
幸
福
招
来
」
が
か
な
う
と
信
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
商
売
繁
盛
・

金
運
向
上
・
水
難
防
止
・
火
災
防
止
・

縁
結
び
・
子
授
け
・
安
産
の
ご
利
益

が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

�

（
生
野
　
正
）

　

今
回
の
リ
レ
ー
訪
問
で
ご
紹
介
す

る
の
は
、
東
京
港
都
区
虎
ノ
門
に
あ

り
ま
す
株
式
会
社
日
本
刀
剣
で
す
。

お
店
は
桜
田
通
り
に
面
し
て
虎
ノ
門

三
丁
目
の
角
地
に
あ
り
ま
す
。
七
階

建
て
の
ビ
ル
で
す
の
で
と
て
も
目
立

ち
、
初
め
て
の
方
で
も
す
ぐ
に
わ
か

る
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
刀
剣
は
、
明
治
創
業
の
老
舗

で
す
。
現
在
は
四
代
目
で
あ
る
伊
波

賢
一
さ
ん
が
平
成
十
九
年
に
代
表
取

締
役
に
就
任
し
、
経
営
に
当
た
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

お
店
に
お
伺
い
し
た
と
き
は
、
日

本
の
お
客
さ
ま
だ
け
で
な
く
海
外
か

ら
の
お
客
さ
ま
も
来
店
さ
れ
て
お

り
、
大
変
お
忙
し
い
最
中
で
し
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
て
も
親

切
に
取
材
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
、

伊
波
社
長
の
温
厚
な
人
柄
に
早
速
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

創
業
は
、
曽
祖
父
で
あ
る
初
代
が

新
富
町
の
辺
り
で
骨
董
店
を
営
ん
だ

の
が
始
ま
り
で
し
た
が
、
取
り
扱
う

商
品
を
好
き
な
刀
剣
に
集
約
し
て
い

く
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
刀
剣
を
専

門
に
取
り
扱
う
お
店
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

　

関
東
大
震
災
の
後
、
現
在
の
虎
ノ

門
へ
移
り
、
そ
こ
で
小
さ
な
お
店
を

始
め
た
そ
う
で
す
。
昔
は
虎
ノ
門
に

は
多
く
の
武
家
屋
敷
が
あ
っ
た
そ
う

で
、
そ
の
後
、
こ
の
エ
リ
ア
に
は
骨

董
店
が
多
く
並
ん
で
い
た
の
で
、
表

の
通
り
は
「
骨
董
通
り
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

現
在
の
店
舗
は
さ
ま
ざ
ま
な
縁
も

あ
り
、
時
代
と
と
も
に
敷
地
を
少
し

ず
つ
拡
張
し
て
い
き
、
昭
和
五
十
年

に
今
の
ビ
ル
を
建
て
た
そ
う

で
す
。
一
階
か
ら
三
階
ま
で

が
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て

お
り
、
店
内
は
と
て
も
広
々

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

商
品
は
刀
剣
類
か
ら
小
道

具
類
ま
で
豊
富
な
品
数
を
展

示
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
品
物
を
ご
覧
に
な
り

た
い
愛
好
家
に
と
っ
て
は
大

変
魅
力
的
な
お
店
で
す
。
訪

問
し
た
日
は
ち
ょ
う
ど
名
刀

展
示
会
の
期
間
中
で
、
二
階

の
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
は
二
十

数
振
の
刀
剣
と
百
点
近
い
小

か
つ
て
の
骨
董
通
り
に
建
つ
老
舗
刀
剣
店

日本刀剣と伊波賢一さん

　

俺
の
横
顔
に
酒
臭
い
誰
か
の
息
が

か
か
っ
た
。
隣
の
つ
り
革
に
つ
か
ま

っ
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
、
つ
か

ま
っ
た
ま
ま
眠
り
か
か
っ
て
い
た
。

イ
ラ
ッ
と
す
る
。

　

一
番
奥
の
座
席
で
は
、
太
っ
た
中

年
の
男
が
赤
い
顔
で
視
線
を
前
に
投

　

あ
ー
あ
、
俺
も
い
つ
も
だ
っ
た
ら

こ
の
幸
せ
な
人
々
の
一
人
の
は
ず
な

の
に
。
大
刀
剣
市
の
カ
タ
ロ
グ
編
集

で
、
ど
こ
か
で
一
杯
や
っ
た
ら
終
電

に
間
に
合
わ
な
い
時
間
ま
で
、
ノ
ン

ア
ル
コ
ー
ル
だ
っ
た
ん
だ
よ
な
。
自

分
も
呑
ん
で
い
る
な
ら
他
人
の
酔
い

様
は
気
に
な
ら
な
い
の
に
、
自
分
だ

け
素
面
だ
と
な
ぜ
こ
れ
ら
が
気
に
な

る
の
か
、
イ
ラ
ッ
と
か
ム
カ
ッ
と
か

な
る
の
か
、
不
思
議
だ
。

　

組
合
に
は
経
済
・
金
融
・
総
務
の
各

委
員
会
が
あ
る
が
、経
済
委
員
会
の
中

の「
共
同
宣
伝
部
及
び
共
同
販
売
促

進
部
」が
若
い
組
合
員
の
力
を
借
り
、

大
刀
剣
市
の
仕
事
を
担
っ
て
い
る
。

　

組
合
事
務
局
か
ら
委
嘱
状
が
届
い

た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
感
動
に
打
ち

震
え
る
わ
け
は
な
く
、
シ
ョ
ッ
ク
の

あ
ま
り
ガ
ク
ッ
と
膝
を
折
り
、
そ
の

場
に
崩
れ
落
ち
る
の
だ
。

　

何
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
仕
事

を
持
ち
な
が
ら
集
ま
る
の
で
、
当
然

遅
い
時
間
と
な
る
。
全
員
が
一
堂
に

会
す
る
こ
と
は
な
く
て
も
、
責
任
感

の
強
い
者
が
時
間
を
割
い
て
出
向

く
。
も
ち
ろ
ん
無
報
酬
だ
が
、
皆
の

行
動
の
原
動
力
は
個
々
の
目
先
の
利

益
で
な
く
、
業
界
全
体
の
活
性
化
と

い
う
願
い
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

暑
く
な
り
始
め
る
こ
ろ
か
ら
商
品

撮
影
の
段
取
り
な
ど
、
も
う
始
ま
る

の
だ
。
一
昨
年
か
ら
委
員
会
は
、
生

野
正
・
宮
沢
琢
と
い
っ
た
新
し
い
力

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
生
野
氏
は

印
刷
業
界
で
活
躍
し
て
い
た
経
緯
を

持
ち
、
宮
沢
氏
の
集
中
力
に
は
驚
か

さ
れ
る
。
ま
た
昨
年
は
、
松
本
義
行

と
い
う
新
た
な
視
点
を
持
つ
人
の
力

を
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
う
一

つ
、
東
京
美
術
倶
楽
部
や
東
京
貸
物

社
と
の
折
衝
に
当
た
る
理
事
た
ち
の

活
躍
も
こ
こ
に
付
け
加
え
て
お
く
。

　

残
暑
厳
し
い
こ
ろ
に
は
、
ノ
ン
ア

ル
コ
ー
ル
で
遅
い
時
間
に
電
車
に
乗

る
こ
と
と
な
る
編
集
・
校
正
だ
。
こ

れ
は
委
員
な
ら
一
人
残
ら
ず
経
験
し

て
い
る
。
ワ
イ
ン
を
開
け
た
と
き
、

俺
は
そ
の
芳
香
に
能
書
き
を
垂
れ
る

こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
他
人
の
体

に
入
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
の
匂
い
は
、

た
だ
臭
い
と
感
じ
る
だ
け
だ
。
早
く

学
芸
大
学
駅
に
着
か
な
い
か
な
ー
。

ひ
た
す
ら
夜
の
東
横
線
の
中
で
願
う

俺
で
あ
っ
た
。�

（
綱
取
譲
一
）

げ
て
い
る
。
そ
の
視
線
の
先
は
向
か

い
の
席
の
、
夜
の
お
勤
め
帰
り
の
肌

の
あ
ら
わ
な
お
姐
さ
ん
で
、
既
に
頭

の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
足
の
先
ま
で
弛
緩

さ
せ
切
っ
て
眠
っ
て
い
る
。
ハ
ハ
ァ

こ
れ
を
見
て
い
た
の
か
。
ム
カ
ッ
と

す
る
。

■
全
刀
商
の
活
動
紹
介〈
共
同
宣
伝
部
及
び
共
同
販
売
促
進
部
〉

　
大
刀
剣
市
の
実
行
委
員
会

道
具
類
が
一
堂
に
展
示
し
て
あ
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
美
術
館
に
で
も
来
て

い
る
よ
う
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　

伊
波
社
長
が
会
社
の
経
営
上
心
が

け
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
お
店
が
お

客
さ
ま
に
対
す
る
情
報
発
信
の
場
と

な
り
、
ま
た
常
に
お
客
さ
ま
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
お
客
さ
ま

と
喜
び
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
と
い

う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

伊
波
社
長
は
現
在
、
刀
剣
業
界
の

各
種
交
換
会
の
役
員
を
務
め
、
大
変

忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
今
後
と
も
強
力
に
業
界
を
牽
引

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。�

（
朝
倉
忠
史
）

私が出会った珍品 〈河童図鐔〉
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今
日
、世
界
経
済
が
不
安
定
の
中
、

わ
が
業
界
も
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
を
抱

え
て
お
り
ま
す
。
愛
刀
家
の
減
少
、

そ
し
て
わ
れ
わ
れ
研
師
に
お
き
ま
し

て
は
、
天
然
砥
石
が
品
薄
で
あ
る
問

題
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
は
下
地
の
途
中
ま
で
補
え
る
人

造
砥
も
あ
り
、
一
般
に
広
く
使
用
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
細
名
倉

砥
・
内
雲
砥
と
い
っ
た
仕
上
げ
に
重

要
な
天
然
砥
石
の
入
手
が
困
難
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
刀
職
希
望
者
も
減
少
し
て

い
る
昨
今
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
ま
ず
一
般
の
方
々
に
御
刀
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
な
こ

と
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

私
の
場
合
、
幼
少
期
に
時
折
、
細

工
場
に
入
る
と
、
祖
父
や
父
た
ち
が

張
り
詰
め
た
空
気
の
中
で
無
心
に
御

刀
と
向
き
合
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
意

味
も
わ
か
ら
ず
、
自
分
も
や
っ
て
み

た
い
な
と
思
い
、
正
座
を
し
な
が
ら

眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
専
門
学
校
在
学
時
、
海
外
の

留
学
生
た
ち
に
出
会
っ
た
際
に
、
彼

ら
が
自
国
の
文
化
と
伝
統
に
誇
り
を

持
ち
自
国
を
愛
す
る
姿
に
接
し
、
幼

少
期
の
思
い
が
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
日
本
の
工
芸
品
の
保
存
に

か
か
わ
り
た
い
と
思
い
、
こ
の
世
界

に
入
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
周
り
の
友
人
・
知
人
に
、
日

本
刀
に
関
し
て
尋
ね
て
み
る
と
、
実

際
に
本
物
の
刀
を
見
て
み
た
い
、
ど

こ
へ
行
け
ば
見
ら
れ
る
の
か
、
と
逆

に
聞
か
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方
々

に
よ
く
よ
く
聞
い
て
み
る
と
、
そ
れ

は
決
し
て
名
刀
に
限
る
わ
け
で
は
な

く
、
武
士
の
魂
で
あ
る
日
本
刀
の
実

物
を
見
て
み
た
い
と
い
う
こ
と
の
よ

う
で
す
。
多
く
の
人
に
、
御
刀
を
実

際
に
目
で
見
て
、
触
れ
て
、
肌
で
感

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

昨
今
の
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

た
展
示
会
な
ど
は
一
般
の
方
々
に
少

し
で
も
御
刀
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
く
に
は
良
い
機
会
か
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
携
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
職
方
の
皆
さ
ま
の
活
動
に
は
大
変

共
感
を
覚
え
ま
す
と
と
も
に
、
自
分

も
お
役
に
立
て
た
ら
と
思
っ
て
お

り
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
、
次
代
を
担

う
若
い
刀
職
者
が
生
き
生
き
と
希
望

と
意
欲
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
め

る
態
勢
を
築
い
て
い
く
べ
く
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

修
業
時
代
、
御
刀
を
研
ぐ
際
に
師

匠
よ
り
常
々
言
わ
れ
て
き
た
こ
と

は
、
大
事
な
御
刀
を
い
か
に
減
ら
さ

ず
後
世
に
遺
し
伝
え
て
ゆ
く
か
、
ま

た
初
心
を
忘
れ
ず
一
振
一
振
「
実

意
・
丁
寧
」
な
研
磨
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
常
に
心
掛
け
よ
と
も
教

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
地
（
富
山
市
）
に
研
ぎ
場
を

構
え
る
に
至
っ
た
の
は
、
立
山
連
峰

を
臨
む
風
光
明
媚
な
地
で
、
思
い
描

く
研
磨
の
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
み
た

か
っ
た
と
の
思
い
か
ら
で
す
。

　

今
研
師
と
し
て
思
う
こ
と
は
、
古

刀
か
ら
現
代
刀
ま
で
、
所
持
し
て
お

ら
れ
る
そ
の
方
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
御
刀
で
あ
り
、
そ
の
持
ち
味

を
十
分
に
引
き
出
し
、
御
刀
と
お
客

さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
研
磨
を

と
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

諸
先
生
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
一
人
で
も
多
く
愛
刀

家
の
増
加
、
さ
ら
な
る
刀
剣
界
の
発

展
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

本
阿
彌 

毅

御
刀
と
お
客
さ
ま
の

喜
び
を
わ
が
信
条
に

3

　

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
の
西
南

戦
争
で
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
照

国
神
社
（
鹿
児
島
市
照
国
町
）
の
太

刀
が
、
百
三
十
四
年
ぶ
り
に
当
地
に

帰
っ
て
き
た
。

　

刃
長
約
七
二
㎝
、
反
り
約
二
㎝
。

銘
文
は
、「
正
国
六
十
三
代
孫
波
平

住
大
和
守
平
朝
臣
行
安
／
元
治
二
年

丑
正
月
於
京
都
鍛
之
」。
金
梨
子
地

近
衛
牡
丹
紋
散
糸
巻
太
刀
拵
が
付
さ

れ
て
い
る
。

　

照
国
神
社
は
幕
末
の
薩
摩
藩
主
・

島
津
斉
彬
を
ま
つ
っ
て
、
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
に
創
建
さ
れ
た
。
島

津
家
は
「
禁
裏
御
用
」
で
刀
工
を
京

に
派
遣
し
て
い
る
が
、
今
回
返
還
さ

れ
た
太
刀
は
、
波
平
行
安
が
近
衛
家

の
た
め
に
鍛
え
、
後
に
近
衛
忠た

だ
ひ
ろ凞
か

ら
照
国
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
忠
煕
は
、
篤
姫
を
十
四
代

将
軍
家
定
に
嫁
が
せ
る
際
に
養
女
と

し
た
人
物
で
も
あ
る
。

　

神
社
裏
の
城
山
は
西
南
戦
争
最
後

の
激
戦
地
と
な
り
、
照
国
神
社
も
焼

失
し
た
。
太
刀
を
含
む
宝
物
は
近
く

の
鶴
嶺
神
社
に
移
し
て
あ
っ
た
た
め

一
時
難
は
逃
れ
た
が
、
西
郷
隆
盛
自

刃
の
直
後
、政
府
軍
兵
士
が
乱
入
し
、

略
奪
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
以
来
、

宝
物
十
数
点
の
行
方
は
杳よ

う

と
し
て
知

れ
な
か
っ
た
。

　

本
刀
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
財
団

法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
。
平

成
二
十
一
年
、
同
協
会
の
収
蔵
庫
な

ど
か
ら
六
百
振
余
り
の
無
登
録
刀
が

出
て
き
た
が
、
警
視
庁
が
こ
れ
ら
を

押
収
し
て
捜
索
し
た
際
、
そ
の
中
に

「
照
国
神
社
」
と
書
か
れ
た
木
札
の

付
く
も
の
を
発
見
、
神
社
に
文
書
で

照
会
し
た
。
神
社
側
で
は
地
元
の
専

門
家
に
依
頼
す
る
な
ど
し
て
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
近
衛
家
の
紋
や
銘
文
が

決
め
手
と
な
り
略
奪
品
と
判
明
、
昨

年
十
一
月
に
返
還
さ
れ
た
。

　

今
年
四
月
か
ら
六
月
ま
で
、
照
国

資
料
館
で
公
開
さ
れ
た
。

照
国
神
社
の
太
刀
、百
三
十
四
年
ぶ
り
帰
る
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☆
本
阿
彌
毅
さ
ん
は
昭
和
五
十
年
生

ま
れ
の
三
十
七
歳
。
重
要
無
形
文
化

財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
故
本
阿
彌

日
洲
師
を
祖
父
と
し
、
公
益
財
団
法

人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
理
事
長
で

も
あ
る
光
洲
氏
の
三
男
と
し
て
生
ま

れ
る
。
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、平
井
千
葉
・

本
阿
彌
琳
雅
の
両
名
人
は
曾
祖
父
に

当
た
る
。
平
成
八
年
、
東
京
ビ
ジ
ネ

ス
外
語
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
父
に

師
事
し
て
研
磨
に
従
事
す
る
。「
刀

剣
研
磨
・
外
装
技
術
発
表
会
」
で
竹

屋
賞
・
寒
山
賞
・
日
本
美
術
刀
剣
保

存
協
会
会
長
賞
・
優
秀
賞
、「
新
作

日
本
刀
・
刀
職
技
術
展
覧
会
」
で
金

賞
・
銀
賞
な
ど
を
受
賞
。
十
五
年
の

修
業
を
経
て
、
平
成
二
十
三
年
、
富

山
県
に
て
独
立
開
業
し
た
。―

☆
連
絡
先
＝
〒
９
３
９
―

８
０
６
３

富
山
県
富
山
市
小
杉
二
一
〇
八
―

一

☎
〇
七
六
―

四
六
一
―

七
一
九
五

第
６
回

〈
研
師
〉
臼
木
良
彦
さ
ん

　

臼
木
良
彦
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
一
年

生
ま
れ
の
五
十
五
歳
。
東
京
・
深
川
で

生
ま
れ
、
五
十
年
に
都
立
墨
田
工
業
高

校
を
卒
業
後
、
人
間
国
宝
・
藤
代
松
雄

先
生
の
内
弟
子
と
し
て
入
門
、
十
年
間

の
修
業
を
経
て
、
六
十
年
に
独
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
生
ま
れ
育
っ
た
深
川
で
研

磨
に
励
み
、
平
成
十
三
年
に
は
江
東
区

無
形
文
化
財
保
持
者
に
認
定
さ
れ
、
同

十
七
年
に
は
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

の
無
鑑
査
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
毎
年
行
わ
れ
る
江
東
区
主
催
の
文

化
催
事
で
は
刀
剣
研
磨
の
実
演
を
行
う

な
ど
、
刀
剣
の
啓
蒙
活
動
に
努
め
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

臼
木
さ
ん
は
、
刀
剣
研
磨
以
外
で
は

古
武
術
「
双
水
執
流
・
組
討
腰
之
廻
」

を
教
え
る
清
漣
館
の
館
主
を
務
め
て
お

ら
れ
ま
す
。
双
水
執
流
は
、
江
戸
初
期

に
現
在
の
福
岡
県
直
方
市
で
完
成
し
た

古
武
術
で
す
。
組
討
と
は
、
組
ん
で
討

ち
と
る
と
い
う
意
味
で
、
柔
術
の
古
い

形
を
示
し
た
素
手
で
行
う
武
術
。
腰
之

廻
と
は
刀
や
脇
指
を
用
い
て
行
う
組
討

で
す
。

　

臼
木
さ
ん
は
、
同
流
に
十
一
歳
の
時

に
入
門
。
以
来
、
古
武
術
を
通
し
て
、

刀
剣
の
歴
史
や
文
化
、
時
代
考
証
な
ど

を
若
い
世
代
に
継
承
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

臼
木
さ
ん
は
、
と
に
か
く
刀
を
減
ら

さ
ず
に
持
ち
味
を
引
き
出
す
と
い
う
基

本
理
念
の
下
、
研
磨
に
臨
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

研
磨
代
金
は
、
状
態
に
よ
り
違
い
が

あ
り
ま
す
が
、
通
常
は
刀
で
三
十
万
円

が
目
安
で
す
。
刀
の
状
態
に
よ
り
、
予

算
の
相
談
に
も
乗
っ
て
い
た
だ
け
る
そ

う
で
す
。

　

連
絡
先
＝
〒
１
３
５
―

０
０
４
５

東
京
都
江
東
区
古
石
場
一
―

二
―

七

☎
〇
三
（
三
六
四
三
）
三
二
二
八

〈
刀
匠
〉
河
内
國
平
さ
ん

　

河
内
國
平
（
本
名
道
雄
）
さ
ん
は
、
昭
和

十
六
年
生
ま
れ
の
七
十
歳
。
十
四
代
河
内
守

国
助
の
次
男
と
し
て
大
阪
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
十
四
代
は
も
う
刀
鍛
冶
と
し

て
の
仕
事
を
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
國
平
さ
ん
は
刀
鍛
冶
の
家
に
生
ま
れ
な

が
ら
刀
と
は
縁
の
な
い
人
生
を
歩
ん
で
い
ま

し
た
。

　

関
西
大
学
在
学
中
、
一
冊
の
本
と
出
合
い

ま
す
。『
刀
匠
一
代
』
と
い
う
そ
の
本
の
中

の
「
私
は
愛
刀
家
や
研
究
家
が
出
る
こ
と
は

結
構
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
せ
め
て
一
人
で

も
よ
い
、
将
来
を
託
せ
る
よ
う
な
刀
鍛
冶
が

生
ま
れ
て
く
れ
な
い
か
と
、
そ
れ
ば
っ
か
り

切
に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
」
と
い
う
言
葉
に

触
発
さ
れ
、
國
平
さ
ん
は
昭
和
四
十
一
年
の

大
学
卒
業
後
、
そ
の
本
の
著
者
、
人
間
国
宝
・

宮
入
昭
平
師
（
後
に
行
平
と
改
銘
）
に
入
門

し
ま
し
た
。

　

同
四
十
七
年
に
独
立
、
以
後
新
作
刀
展
で

は
師
に
教
わ
っ
た
相
州
伝
で
高
松
宮
賞
を
は

じ
め
と
す
る
特
賞
を
六
回
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
見
、
順
風
満
帆
に
見
え
る
國
平
さ
ん
の

人
生
で
し
た
が
、
自
身
の
方
向
性
に
悩
み
、

大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、

備
前
伝
を
得
意
と
す
る
人
間
国
宝
・
隅
谷
正

峯
師
と
出
会
い
、
河
内
守
国
助
家
の
家
伝
で

あ
る
備
前
伝
を
再
興
し
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
五
十
九
年
に
再
入
門
。
今
度
は
、
備
前

伝
で
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
会
長
賞
と
文

化
庁
長
官
賞
を
連
続
受
賞
。
六
十
三
年
に
無

鑑
査
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
後
、
本
業
の
刀
剣
製
作
の
か
た
わ
ら
、

東
京
藝
術
大
学
や
母
校
関
西
大
学
の
非
常
勤

講
師
を
歴
任
、
ま
た
恩
師
・
末
永
雅
雄
博
士

の
指
導
を
受
け
て
石
上
神
宮
の
七
支
刀
や
藤

ノ
木
古
墳
出
土
刀
な
ど
の
古
代
刀
剣
の
復

元
、
伊
勢
神
宮
御
遷
宮
大
刀
・
鉾
な
ど
の
製

作
を
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

連
絡
先
＝
〒
６
３
３
―

２
３
０
３　

奈
良

県
吉
野
郡
東
吉
野
村
平
野
一
一
二
五　

☎

〇
七
四
六
（
四
四
）
〇
二
五
三

�

（
川
島
貴
敏
）

刀
職
紹
介
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一
葉
の
記
憶

〔
刀
剣
界
昔
話
〕

盛
況
下
、自
由
な
気
風
横
溢
の
京
橋
会

　

京
橋
会
は
、
昭
和
二
十
九
年
に
発

足
。
京
橋
の
町
会
事
務
所
を
会
場
と

し
て
、
毎
月
十
一
日
に
市
が
開
か
れ

て
い
た
。
交
換
会
の
行
わ
れ
る
、
舞

台
の
あ
る
大
広
間
は
、
当
時
と
し
て

も
か
な
り
立
派
で
あ
り
、
普
段
は
踊

り
や
音
曲
の
稽
古
に
使
用
さ
れ
て
い

た
。
服
部
榮
一
氏
の
経
営
す
る
長
曾

禰
旅
館
が
近
く
に
あ
り
、
遠
方
か
ら

の
業
者
に
は
便
利
で
あ
っ
た
。

小
松
邦
芳
御
大
が
眼
を
光
ら
せ
て
い

て
、
総
じ
て
規
律
が
厳
し
く
、
市
が

終
了
す
る
と
す
ぐ
に
散
会
す
る
傾
向

が
あ
っ
た
。

　

服
部
榮
一
氏
を
中
心
と
す
る
京
橋

会
に
は
、
場
所
柄
か
ら
「
自
由
」
の

気
風
が
あ
り
、
市
の
終
了
後
に
は
歓

談
や
「
趣
味
の
道
」
等
々
、
業
者
同

士
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

る
。

　

写
真
は
昭
和
三
十
年
、
京

橋
会
の
岐
阜
旅
行
大
会
の
際

の
ス
ナ
ッ
プ
で
あ
る
。
担
当

幹
事
は
、
東
京
四
谷
区
傳
馬

町
か
ら
岐
阜
市
金
町
に
住
所

を
移
し
た
羽
根
田
慶
次
郎
氏

で
あ
る
。

　

大
変
に
楽
し
そ
う
な
有
様

が
う
か
が
え
る
。

※ 

右
記
は
、
齋
藤
隆
年
（
雅

稔
）
へ
の
取
材
に
よ
る
も

の
で
す
。
次
回
は
寿
禄
会

（
全
刀
会
）
の
第
一
回
大

会
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と

し
ま
す
。

 

（
齋
藤
隆
久
）

　

前
回
に
取
り
上
げ
た
刀
剣
会
社
の

時
代
に
比
べ
、
わ
ず
か
に
数
年
後
で

あ
る
が
、
経
済
の
復
興
に
は
目
覚
ま

し
い
も
の
が
あ
り
、
刀
剣
・
刀
装
具

の
売
買
は
一
段
と
盛
況
と
な
る
。
掲

出
の
写
真
の
人
々
の
明
る
い
表
情
に

も
、
当
時
の
世
相
を
見
て
取
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

組
合
（
前
身
は
刀
剣
会
社
）
の
会

は
、「
清
盛
入
道
」
の
異
名
を
持
つ

（女性を除く。前列左から）鷲見重信、服部榮治
（榮一）、山本理一郎、笹田傳次郎（伝治郎）、
工藤勝衞、熊田眞久（愼之助）、平島直、大藪
良辰、齋藤隆年（雅稔）、吉野辰雄、伊林子
成、伊波富次郎（白水）

（後列左から）永田幸男（清彦）、羽根田慶次郎、
黒田政重、中宮峯二（敬堂）、加島勲

 （敬称略）

ブック・レビュー　BOOK REVIEW
　

直
木
賞
受
賞
作
家
の「
清
麿
」

本
で
あ
る
。

　

正
行
か
ら
清
麿
に
な
る
ま

で
、
着
実
に
描
か
れ
て
い
る
。

信
州
の
地
で
兄
弟
で
製
作
し
た

時
期
か
ら
、
松
代
藩
で
の
鍛
冶

修
業
、
そ
こ
か
ら
江
戸
の
窪
田

清
音
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
刀
を
鑑
賞
し
、
志
津
兼

氏
の
覇
気
を
最
上
の
も
の
と
感

じ
た
話
な
ど
な
ど
、
有
名
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
こ
れ
で
も
か
と
ば
か

り
に
詰
め
込
ん
で
い
る
の
だ

が
、
小
生
が
一
番
面
白
く
読
ん

だ
の
は
、
長
州
萩
城
下
へ
行
く

シ
ー
ン
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
窪
田
清
音
の
友

人
、
萩
藩
の
家
老
格
・
村
田
清

風
に
招
か
れ
て
の
こ
と
。
萩
城

下
で
は
二
王
直
清
と
仲
良
く
な

り
、
現
地
で
の
鍛
刀
も
う
ま
く

い
く
と
い
う
話
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
礀
西
崖
と
い
う
絵

描
き
に
短
刀
を
贈
り
、
中
心
に

「
恭
呈 

西
崖
礀
先
生
／
於
長
門

国 

正
行
製
」
と
銘
を
切
っ
て

い
る
。
こ
の
短
刀
は
現
在
、
長

州
屋
さ
ん
に
あ
り
ま
す
。

　

萩
城
下
の
大
操
練
の
話
も
面

白
い
。
一
年
前
か
ら
準
備
を
進

め
、
総
勢
三
万
五
千
人
、
ま
さ

に
萩
藩
を
総
動
員
す
る
大
操
練

で
あ
る
。

　

正
行
も
こ
の
大
操
練
に
参
加

し
、
大
筒
・
鉄
炮
を
放
っ
て
も
、

兵
が
最
後
に
頼
み
に
す
る
の
は

腰
の
刀
。
刀
鍛
冶
と
し
て
生
き

る
意
味
を
ひ
り
ひ
り
感
じ
る
の
で
あ

る
が
、
そ
の
後
村
田
清
風
に
鉄
炮
を

鍛
え
て
く
れ
と
頼
ま
れ
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
こ
れ
を
断
り
、
長
州
を
出

る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
長
州
行
き
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
の
正
行
が
江
戸
を
逃
げ
出
し
、

長
州
に
行
っ
た
の
だ
と
い
う
説
と
違

っ
て
、
清
音
に
許
し
を
得
て
、
と
い

う
よ
り
も
清
音
の
勧
め
で
行
っ
た
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
今
回
は
一
段
と

興
味
深
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
江
戸
に
戻
り
、
清
麿
と

改
銘
し
、
刀
鍛
冶
と
し
て
成
功
す
る

わ
け
だ
が
、
そ
ん
な
こ
と
よ
り
、
や

は
り
修
業
時
代
が
本
書
の
メ
ー
ン
テ

ー
マ
で
あ
り
、
読
み
ど
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
小
生
は
清
麿
本

と
し
て
、
併
せ
て
隆
慶
一
郎
著
『
鬼

麿
斬
人
剣
』
を
読
ん
で
ほ
し
い
。

�

（
持
田
具
宏
）

　

石
川
県
金
沢
市
生
ま
れ
の
若
き
女

性
写
真
家
、
岩
田
め
ぐ
み
さ
ん
が
奥

出
雲
へ
赴
き
、
平
成
二
十
年
か
ら
五

年
と
い
う
長
き
に
わ
た
っ
て
取
材

し
、
作
り
上
げ
た
一
冊
で
あ
る
。

　

皆
さ
ん
は
日
本
刀
に
不
可
欠
な
玉

鋼
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　

科
学
を
も
っ
て
も
作
り
得
な
い
、

世
界
に
誇
る
、
日
本
の
伝
統
で
あ
る

日
本
刀
。「
折
れ
ず
、
曲
が
ら
ず
、

切
れ
味
も
鋭
い
」
と
言
わ
れ
る
秘
密

の
一
つ
が
玉
鋼
で
あ
る
。
そ
れ
を
生

み
出
し
た
「
た
た
ら
製
鉄
」
に
は
、

職
人
た
ち
の
技
術
と
日
本
魂
が
存
在

す
る
。
そ
れ
を
今
に
伝
え
る
の
が
唯

一
、「
日
刀
保
た
た
ら
」
で
あ
る
。

　

こ
の
写
真
集
は
す
べ
て
モ
ノ
ク
ロ

（
白
黒
）
で
あ
り
、
近
年
の
写
真
で

あ
り
な
が
ら
千
年

以
上
前
の
「
た
た

ら
製
鉄
」
の
現
場

へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
、
自
分
が
そ

こ
に
い
る
よ
う
な

臨
場
感
や
炎
の
迫

力
を
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
「
伝
統
の
技
を
写
真
で
伝
え
た

い
」。
説
明
文
が
ほ
と
ん
ど
省
か
れ

て
い
る
の
は
、「
百
聞
は
一
見
に
し

か
ず
」
と
い
う
作
者
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

荒
れ
狂
う
炎
に
動
じ
る
こ
と
な
く

立
ち
向
か
い
、
最
高
の
玉
鋼
を
作
ろ

う
と
す
る
男
た
ち
の
姿
に
、
僕
は
素

直
に
感
動
し
た
。

　

こ
の
写
真
集
は
、
な
か
な
か
現
地

を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
に
も

伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
操
業
工
程
の
す

べ
て
に
写
真
と
わ
か
り
や
す
い
説
明

が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
す
べ
て

英
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
、
日
本
刀
と

日
本
文
化
の
奥
深
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
多
く
の
方
に
勧
め
て
ほ

し
い
一
冊
で
す
。�

（
新
堀
賀
将
）

出
奔
説
を
否
定
、村
田
清
風
の
招
き
に
よ
る
長
州
行

『
お
れ
は
清
麿
』

山
本
兼
一 

著
　
本
体
一
六
〇
〇
円
＋
税
　
祥
伝
社

「
日
刀
保
た
た
ら｣

初
め
て
の
本
格
的
写
真
集

『
た
た
ら
写
真
集
』

岩
田
め
ぐ
み 

著
　
三
五
〇
〇
円
＋
税
　
冬
春
社
出
版
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第
三
回
「
新
作
日
本
刀 

研
磨 

外

装 

刀
職
技
術
展
覧
会
」
の
授
賞
式

が
六
月
九
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東

京
で
開
催
さ
れ
た
。

　

三
笠
宮
殿
下
の
ご
冥
福
を
祈
る

黙
祷
で
厳
か
に
始
ま
っ
た
式
典
は
、

徐
々
に
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
っ
た
。

　

東
京
二
期
会
・
大
塚
幸
子
さ
ん
の

　

五
月
二
十
九
日
、
公
益
財
団
法
人

日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
四
階
講
堂

　
「
ま
ぼ
ろ
し
の
国
宝
、
ニ
ッ
ポ
ン

に
帰
る
」
と
題
し
て
、「
ボ
ス
ト
ン

美
術
館 

日
本
美
術
の
至
宝
展
」
が

三
月
二
十
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で
、

東
京
国
立
博
物
館
平
成
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
は
日
本
美
術

の
収
蔵
作
品
が
十
万
点
を
超
え
る
と

言
わ
れ
、
そ
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ
っ

た
九
十
二
点
が
今
回
展
示
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

中
で
も
話
題
に
な
っ
た
も
の
の

一
つ
に
、「
平
治
物
語
絵
巻
」
三
条

殿
夜
討
巻
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

の
絵
巻
は
、
平
安
後
期
の
平
治
元
年

（
一
一
五
九
）
に
起
こ
っ
た
平
治
の

乱
を
鎌
倉
時
代
に
詞
書
と
色
彩
豊
か

な
絵
画
に
よ
っ
て
描
い
た
も
の
で
、

特
に
こ
の
巻
は
日
本
絵
画
史
上
最
も

迫
力
あ
る
合
戦
絵
巻
と
言
わ
れ
、
三

条
殿
の
急
襲
と
後
白
河
上
皇
の
拉
致

を
見
事
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
展
覧
会
を
見
学
に
訪
れ
た
と

き
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
平
清

盛
」
で
保
元
の
乱
（
平
治
の
乱
は
こ

の
三
年
後
に
起
こ
る
）
が
二
回
に
わ

た
っ
て
放
映
さ
れ
て
い
た
時
期
で
も

あ
り
、
テ
レ
ビ
の
映
像
と
絵
巻
が
重

な
り
合
い
、
武
士
た
ち
の
着
用
し
た

大
鎧
や
腹
巻
、
武
具
類
の
弓
矢
・
太

刀
・
長
巻
等
々
、
非
常
に
参
考
と
な

り
ま
し
た
。

　

特
に
こ
の
当
時
は
、
主
力
武
器
は

弓
矢
で
あ
り
、
ま
た
長
巻
が
非
常
に

多
く
描
か
れ
て
い
た
こ
と
、
下
級
武

士
た
ち
は
太
刀
で
な
く
刀
を
差
し
て

い
た
こ
と
な
ど
が
描
か
れ
て
お
り
、

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
と
も
あ
れ
、

こ
の
絵
巻
は
ま
さ
に
国
宝
に
匹
敵
す

る
名
品
で
あ
り
ま
す
。

に
お
い
て
、平
成
二
十
四
年「
新
作
名

刀
展
」の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
展
覧
会
は
、
現
代
作
家
の
製
作

し
た
現
代
刀
が
い
か
に
魅
力
を
持

ち
、
後
世
へ
の
遺
産
と
し
て
の
価
値

を
内
包
し
て
い
る
か
と
い
っ
た
情
報

発
信
の
場
と
も
言
え
ま
す
。

　

今
回
は
、
無
鑑
査
十
三
点
を
含
め

て
五
十
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
最
高
賞
の
日
本
美
術

刀
剣
保
存
協
会
会
長
賞
に
は
、
作
刀

で
宮
崎
県
の
松
葉
一
路
（
國
正
）
さ

ん
、彫
金
で
宮
城
県
の
羽
川
安
穂（
左

一
光
）
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

主
催
者
の
日
刀
保
・
小
野
裕
会
長

　

絵
巻
で
は
も
う
一
点
、「
吉
備
大

臣
入
唐
絵
巻
」
が
出
展
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）、

こ
の
絵
巻
が
国
外
に
流
出
し
た
こ
と

が
問
題
と
な
り
、
古
美
術
品
の
海
外

流
出
を
防
止
す
る
法
整
備
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
名
品
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
は
ま
た
、
数

多
く
の
刀
剣
類
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ビ
ゲ
ロ
ー
が
明
治
初
年
に
来

日
し
て
買
い
求
め
、
そ
の
後
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
に
寄
贈
し
た
も
の
が
大
半

で
あ
り
ま
す
。今
回
は
安
綱
の
太
刀
、

備
前
国
長
船
景
光
の
太
刀
、
備
前
長

船
住
兼
光
の
太
刀
を
は
じ
め
、
短
刀

で
は
来
国
俊
、
文
保
年
紀
の
尻
懸
則

長
、
ほ
か
で
は
梨
子
地
鳳
凰
螺
鈿
金

装
飾
剣
な
ど
十
二
点
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
仏
教
美
術
で
は
奈

良
・
平
安
期
の
仏
画
、
江
戸
期
の
絵

画
で
は
長
谷
川
等
伯
・
尾
形
光
琳
・

伊
藤
若
冲
ら
の
屛
風
、
中
で
も
曾
我

蕭
白
の
も
の
は
十
一
点
も
展
示
さ

れ
、
見
応
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
覧
会
に
は
東
京
会
場
の

み
で
五
十
万
人
を
超
え
る
方
た
ち
が

訪
れ
て
お
り
、い
か
に
人
気
が
高
く
、

充
実
し
た
展
覧
会
で
あ
っ
た
か
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
は
、
名
古
屋
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
に
て
前
期
六
月
二
十
三
日

～
九
月
二
十
九
日
～
十
二
月
九
日
、

九
州
国
立
博
物
館
に
て
平
成
二
十
五

年
一
月
一
日
～
三
月
十
七
日
、
大
阪

市
立
博
物
館
に
て
四
月
二
日
～
六
月

十
六
日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま

す
。
是
非
と
も
見
学
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

�

（
冥
賀
吉
也
）

か
ら
は
、「
刀
剣
界
を
取
り
巻
く
昨

今
の
厳
し
い
環
境
下
、
刀
職
者
へ
の

協
力
は
惜
し
ま
な
い
の
で
、
さ
ら
な

る
技
術
向
上
に
向
け
て
努
力
を
お
願

い
し
た
い
」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
松
葉
刀
匠
か

ら
は
、「
日
本
刀
の
技
と
心
を
次
の

世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
困
難
に

な
り
つ
つ
あ
る
中
、
石
に
し
が
み
つ

い
て
も
初
志
を
全
う
す
る
覚
悟
で
あ

る
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
、
ご
助
力

を
お
願
い
し
た
い
」
と
答
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
薫
山
賞
を
受
賞
さ
れ
た
山

口
県
の
杉
田
昭
二
（
善
昭
）
刀
匠
に

は
、
出
品
後
に
他
界
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

｢

君
が
代
」
斉
唱
の
後
、
本
阿
彌
光

洲
理
事
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て

来
賓
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

鹿
野
道
彦
・
鈴
木
寛
両
国
会
議
員

か
ら
は
、
日
本
刀
の
作
家･

職
方
に

対
す
る
熱
い
期
待
が
語
ら
れ
、
刀
剣

を
生
業
と
す
る
わ
れ
わ
れ
刀
剣
商
も

仕
事
へ
の
熱
意
を
再
燃
さ
せ
て
く
れ

る
も
の
だ
っ
た
。

　

続
い
て
宮
入
小
左
衛
門
行
平
専
務

理
事
か
ら
今
回
の
展
覧
会
の
経
過
報

告
が
あ
り
、出
品
総
数
は
九
十
二
点
、

受
賞
数
四
十
二
点
と
発
表
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
表
彰
が
始
ま
っ
た
。
こ

の
業
界
の
未
来
を
担
う
刀
職
た
ち
が

今
回
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
次
々
に

壇
上
に
呼
ば
れ
る
と
、
皆
誇
ら
し
げ

で
あ
っ
た
。
そ
の
姿
を
見
て
い
る
当

方
も
、
不
思
議
と
誇
ら
し
い
気
持
ち

イ
ベ
ン
ト
・
レ
ポ
ー
ト

新
作
日
本
刀
展
覧
会

刀
文
協「
新
作
日
本
刀
展
覧
会｣

授
賞
式
が
開
催
さ
れ
る

新
作
名
刀
展

日
刀
保
「
新
作
名
刀
展｣

授
賞
式
が
開
催
さ
れ
る

東
京
国
立
博
物
館

「
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
展｣

を
見
学
し
て

特賞受賞者。左から羽川安穂・松葉一路・故杉田昭二（代理）の各氏経済産業大臣賞を受賞する明珍裕介氏

に
襲
わ
れ
た
も
の
だ
。

　

閉
式
の
辞
で
は
、
河
端
照
孝
特
別

顧
問
よ
り
審
査
制
度
に
つ
い
て
公

平
・
公
正
さ
を
ど
の
よ
う
に
守
っ
た

か
の
説
明
も
あ
っ
た
。
最
後
に
、
倉

持
正
理
事
に
よ
る
万
歳
三
唱
が
行
わ

れ
授
賞
式
は
盛
大
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
通
り
。

〈
作
刀
〉

▽
経
済
産
業
大
臣
賞　

明
珍
裕
介

▽
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
会
長
賞

　

久
保
善
博

▽
金
賞　

河
内
一
平　

根
津
啓
（
新

　

人
賞
）

▽
銀
賞　

松
葉
一
路　

川
﨑
仁
史　

　

木
村
光
宏

▽
銅
賞　

森
充
吾　

月
山
一
郎　

濱

　

川
純
哉
（
新
人
賞
）

〈
研
磨
〉

▽
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
会
長
賞　

　

渡
部
恒
継

▽
金
賞　

倉
島
一　

小
野
敬
博　

相

　

良
雄
一

▽
銀
賞　

玉
置
城
二　

正
海
裕
人

▽
銅
賞　

小
川
和
比
古　

藤
代
龍
哉

　

本
阿
彌
毅　

関
山
和
進　

森
井
鐵

　

太
郎　

水
田
吉
政　

正
海
郁
雄　

　

小
宮
光
敏　

藤
川
二
朗

〈
刀
装
具
〉

▽
金
賞　

長
嶺
雅
臣　

福
與
裕
毅　

　

フ
ォ
ー
ド
・
ハ
ラ
ム

▽
銀
賞　

川
島
義
之

▽
銅
賞　

長
内
勝
義　

宮
薗
士
朗

〈
白
銀
〉

▽
金
賞　

平
田
実

▽
銀
賞　

中
田
晃
司

　

神
谷
賢
一

〈
白
鞘
〉

▽
金
賞　

森
隆
浩

▽
銀
賞　

森
井
敦
央

▽
銅
賞　

古
川
和
幸

〈
鞘
塗
り
〉

▽
金
賞　

岸
野
輝
仁

▽
銀
賞　

小
山
光
秀

〈
柄
巻
き
〉

▽
銅
賞　

平
井
重
治　

熊
倉
純
子

〈
拵
〉

▽
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
会
長
賞

　

森
隆
浩

　

な
お
、｢

新
作
日
本
刀 

研
磨 

外

装 

刀
職
技
術
展
覧
会
―
悠
久
の
美

を
求
め
て
」
は
、
大
倉
集
古
館
（
東

京
都
港
区
）
で
七
月
二
十
二
日
㈰
ま

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。 （
宮
澤
　
琢
）

〈
太
刀･

刀･

脇
指･

薙
刀･

槍
の
部
〉

▽
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
会
長
賞

　

松
葉
一
路

▽
薫
山
賞　

杉
田
昭
二

▽
優
秀
賞　

小
宮
治
氣　

北
川
哲
士

　

高
見
一
良

▽
努
力
賞　

森
國
利
文　

杉
山
俊
雄

　

渡
辺
徹

〈
小
脇
指･

短
刀･

剣
の
部
〉

▽
優
秀
賞　

加
藤
政
也

▽
努
力
賞　

新
保
基
治　

高
橋
祐
哉

　

伊
藤
重
光

〈
刀
身
彫
の
部
〉

▽
努
力
賞　

片
山
恒　

上
林
勇
二

〈
彫
金
の
部
〉

▽
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
会
長
賞

　

羽
川
安
穂

▽
優
秀
賞　

宇
津
木
光
良　

川
島
義

　

之　

柳
川
清
次

▽
努
力
賞　

福
與
裕
毅　

山
口
岩
根

　

新
作
名
刀
展
は
刀
剣
博
物
館
で
の

展
観
を
終
え
、
六
月
三
十
日
㈯
～
七

月
十
六
日
（
月
・
祝
）
川
越
市
博
物

館
（
埼
玉
県
川
越
市
）
で
、
七
月

二
十
一
日
㈯
～
八
月
九
日
㈭
致
道
博

物
館
（
山
形
県
鶴
岡
市
）
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

�

（
松
本
義
行
）
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公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興

協
会
で
は
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
文

化
庁
の
補
助
事
業
「
北
海
道
に
お
け

る
日
本
刀
の
保
存･

活
用
と
伝
統
文

化
活
性
化
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る

が
、
六
月
十
八
日
、
三
年
次
事
業
を

開
始
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
度
実
施
し
た
調
査

　

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保

存
協
会
の
本
部
鑑
賞
会
は
六
月
九

日
、
四
階
講
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
梅
雨
の
始
ま
り
で
小
雨
の
降
る

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
六
十
四
名
も

の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。、
講
師
は

久
保
恭
子
学
芸
員
が
務
め
ら
れ
、
鑑

賞
会
に
は
特
に
相
州
上
工
の
名
刀
を

用
意
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
別
重
要
刀
剣
の
正
宗
や
志
津
、

志
津
写
し
の
国
広
な
ど
、
鎌
倉
時
代

か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
刀
工
の
名
刀

を
実
際
に
手
に
取
っ
て
拝
見
で
き
る

こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
刃
文
の
沸
の
付
き
方
の
違
い
な

ど
、
書
籍
を
見
る
だ
け
で
は
で
は
わ

か
り
に
く
い
と
こ
ろ
を
、
細
か
に
比

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
業
に
よ
っ
て
、
修
理
の
必
要
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
亀
田
郡
七
飯
町
所

蔵
刀
剣
類
の
修
理
完
了
を
機
会
に
講

習
会
を
開
催
し
た
も
の
。

　

七
飯
町
歴
史
館
を
会
場
に
、
近
隣

の
北
斗
市
・
八
雲
町
・
江
差
町
お
よ

び
七
飯
町
か
ら
各
施
設
の
学
芸
員
六

名
が
参
加
し
た
。
講
師
を
務
め
る
当

協
会
専
務
理
事
・
宮
入
小
左
右
衛
門

行
平
か
ら
、
今
回
の
刀
剣
類
修
理
の

概
要
と
そ
の
費
用
に
つ
い
て
説
明
し

た
後
、
展
示
に
使
う
刀
掛
け
の
組
み

立
て
、
展
示
解
説
の
作
成
、
照
明
の

当
て
方
な
ど
を
実
習
を
交
え
な
が
ら

研
修
し
た
。

　

短
時
間
の
講
習
で
は
あ
っ
た
が
、

現
場
の
実
務
に
即
し
、
大
変
充
実
し

た
内
容
だ
っ
た
、
と
の
感
想
が
参
加

者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。

　

本
事
業
で
は
今
後
二
回
程
度
、
学

芸
員
講
座
や
地
域
の
方
た
ち
へ
の
刀

剣
講
座
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
北

海
道
に
お
い
て
日
本
刀
が
大
切
に
さ

れ
、
日
本
刀
の
文
化
が
継
承
さ
れ
て

い
く
気
運
を
高
め
る
た
め
に
も
、
当

協
会
は
で
き
る
限
り
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
重
要
美
術
品
の
則
重
や
大

左
、
来
国
光
の
名
刀
ば
か
り
そ
ろ
え

て
い
た
だ
き
、
併
せ
て
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　

鑑
定
会
は
、

　

一
号
刀　

短
刀　

左

　

二
号
刀　

太
刀　

来
国
行

　

三
号
刀　

太
刀　

畠
田
守
家

　

四
号
刀　

脇
指　

繁
慶

　

五
号
刀　

太
刀　

龍
門
延
吉

　

で
し
た
。
鑑
定
入
札
終
了
後
、
久

保
講
師
か
ら
講
評
が
あ
り
、
一
振
ず

つ
丁
寧
に
見
ど
こ
ろ
や
特
徴
を
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

左
文
字
の
特
徴
的
な
帽
子
や
、
繁

慶
の
肌
な
ど
、
初
見
で
鑑
定
で
き
る

も
の
も
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加

者
が
頭
を
抱
え
た
龍
門
延
吉
の
難
題

の
一
振
も
あ
り
ま
し
た
。

　
『
刀
剣
美
術
』
の
表
紙
に
も
国
宝

の
龍
門
延
吉
の
刀
装
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
、ま
た
今
年
は
辰
年
で
も
あ
り
、

久
保
講
師
が
本
部
鑑
定
会
で
は
初
め

て
鑑
定
刀
に
選
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

　

講
評
後
も
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問

に
気
さ
く
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
、

大
変
和
や
か
な
鑑
定
会
で
し
た
。

�

（
新
堀
賀
将
）

日
本
刀
文
化
振
興
協
会

｢

北
海
道
に
お
け
る
日
本
刀
の
保
存･

活
用
…｣

三
年
次
事
業
始
ま
る

本
部
鑑
定
会

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会  

本
部
鑑
定
会

久保講師の講評に耳を傾ける

重要無形文化財保持者・天田昭次師の近況を報じる『新潟日報』平成24年５月１日の記事

■奈良国立博物館
　〒630-8213 奈良市登大路町50番地　☎NTTハローダイヤル050（5542）8600

　治承４年（1180）の南都焼き討ち
により、東大寺は伽藍の大半を失う
とともに、日本仏法の象徴たる盧舎
那大仏にも甚大な被害が及びまし
た。この未曾有の法難に際し、仏法
を再生すべく大勧進として再興事業
を指揮したのが、俊乗房です。重源
は後白河法皇の支援の下、大仏の鋳
造や大仏殿の建立などを次々に成し
遂げますが、建久３年（1192）に法
皇が崩ずると、その後を受けた源頼
朝が最大の擁護者となります。頼朝
は、資金や物資の調達のみならず、
大仏殿安置の巨像群の造立を御家人
に分担させるなど、まさに ｢｣ と称
されるにふさわしい活躍で、この大

事業を支えました。
　本展では、運慶・快慶らによって
生み出された新時代の幕開けを象徴
する仏像の数々や、重源の思想が色
濃く反映された宝物、再興の経過や
当時の時代の空気を伝える品々を一
堂に集め、また大勧進を引き継いだ
栄西・行勇の活躍にも光を当てるこ
とで、半世紀余りに及ぶ再興の軌跡
をたどります。 　
　なお、刀剣では頼朝の佩用と伝え
る国宝・沃懸地杏葉螺鈿太刀（鶴岡
八幡宮蔵）が展示されます。
　会期は７月21日㈯～9月17日（月・
祝）。

頼朝と重源 ―東大寺再興を支えた鎌倉と奈良の絆―

点ではなく、朝廷を敬いつつ掌握す
るという、幕府が持つ力を目に見え
るものにする場所でした。
　３代将軍家光が後水尾天皇を迎え
た壮大なイベント、二条城行幸。寛
永３年（1626）の実施に向け、城は
現在の大きさに拡張され、障壁画も
狩野探幽らによって描かれました。
その姿は約400年の時を超え、ほぼ
そのままの形で伝えられています。
　徳川幕府の幕開けを告げた空間

は、奇しくも終焉の場所にもなりま
した。最後の将軍・徳川慶喜は、こ
の城で大政奉還の決意を発表したの
です。
　｢古都京都の文化財」として、世
界遺産にも登録されている二条城と
その歴史が、狩野派による二の丸御
殿障壁画など約100件の展示で体感
できます。
　７月28日㈯～９月23日㈰。
� （持田具宏）

（
９
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）
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　第３回「日本刀の匠たち―私の最
高傑作」は、たくみ会との共催で夏
休み期間の７月27日㈮～８月26日㈰
に開催されます。日本刀の技を継承
し、新たな創造の世界へと精進する
刀工と、それに携わる職方41名の“最
高傑作”が紹介されます。
　また今回は特別展示として、昨年
逝去された刀身彫刻・苔口仙琇師の
凛とした気品あふれる作品を見るこ
とができます。
　併せて、鋼作り・鍛錬・小刀焼入
れなどの日本刀製作工程や、研ぎ・
鞘作り・刀身彫刻などの仕事を、見
学・体験できる下記の講座も開催さ
れます。
　出品作家は次の方々です。

〈刀工〉赤松伸咲・安藤広康・石田
四郎國壽・伊藤重光・江住有俊・大

野義光・尾川兼圀・尾川兼國・月山
貞伸・加藤慎平・川﨑晶平・川島一
城・河内一平・木村兼光・工藤将成・
久保善博・佐々木胤成・下島房宙・
宗勉・宗昌親・高橋恒厳・高見太郎
國一・田中貞德・田中貞豊・廣木弘
邦・堀井胤匡・松川清直・真鍋純平・
二代源正光・宮入小左衛門行平・明
珍宗裕・吉田康隆

〈職方〉柏木重光（刀身彫刻）・片山
重恒（刀身彫刻）・飯山捲仙（柄巻
師）・野口沙耶（白銀師）・廣井章久（鞘
師）・泉公士郎（彫金師）・川島義之（彫
金師）・福與裕毅（彫金師）・柳川清
次（彫金師）
○たたら製鉄　７月28日㈯
  講師／伊藤重光
○日本刀鍛錬　７月29日㈰
　講師／廣木弘邦・伊藤重光・田中
　貞德・工藤将成・吉田康隆・高橋
　恒厳
○職方公開製作～日本刀を彩る職人
　たち　７月29日㈰
　講師／藤代龍哉・森井敦央・片山
　重恒・野口沙耶・熊倉純子
○小刀の焼入れに挑戦　８月４日  
　㈯　参加費35,000円
　講師／石田四郎國壽・吉田康隆・
　高橋恒厳
○五寸釘でナイフを作ってみよう 
　８月11日㈯　参加費1,500円
　講師／根津啓・上山陽三
○日本刀を持ってみよう　８月18日
㈯・19日㈰　参加費3,000円
　講師／渡邉妙子
○日本刀の手入れ講座　８月25日㈯
　講師／渡邉妙子� （大平将広）

■佐野美術館
　〒411-0838 静岡県三島市中田町１-48　☎055（975）7278

日本刀の匠たち－私の最高傑作

　この度は私たちの特定非営利活動法人日本刀剣保存会（ＮＴＨＫ）の
主な活動についてご説明する機会をいただき、ありがとうございます。
　私たちの法人は、世界的な文化遺産である日本刀剣類の保存・研究に
関する事業を行い、また世界に日本刀剣文化の普及啓蒙を図る事業を行
うことで、日本刀剣の後世への継承と日本文化の理解・振興に寄与する
ことを目的にしております。
　年11回、刀剣・刀装具審査を開催しています。昨年10月には、理事長
の宮野貞司氏、専務理事の大橋博氏、理事の中村ニック昇氏、理事のク
リス・ボーエン氏、米国中部代表のラリー・クラン氏の協力により、ミ
ネソタ州ミネアポリスにおいて主要な日本国際文化祭事業を開催し、ア

メリカの皆さまに大変喜ばれ大成功しました。
　日本刀剣保存会は高瀬羽皐先師によって創立された歴史ある会ですが、
私たちは平成12年１月、山崎昭氏、江口綜瞋氏を発起人として設立、平
成14年９月に東京都より特定非営利活動法人（NPO法人）に認定されまし
た。また、機関誌『刀剣と歴史』は明治43年（1910）発刊ですが、私たち
は636号から独自に発行し、現在で705号を重ねます（奇数月の晦日発行）。
　『刀剣と歴史』の誌上鑑定は、メールアドレスinfo@hozonkai.jpでアク
セスしていただくか、公式ホームページhttp://hozonkai.jp/の「HP入札
鑑定」コーナーで直接参加することもできます。
　普通会員の年会費8,000円です。

催 事 情 報

■特定非営利活動法人日本刀剣保存会 〒141-0021東京都品川区上大崎1-23-1　セザール池田山１階　永楽堂内
☎03（5424）0543

■瀬戸内市立美術館
　〒701-4392 岡山県瀬戸内市牛窓町牛窓4911　☎0869（34）3130

　エヴァンゲリオンとは、人気テレ
ビアニメ「新世紀エヴァンゲリオン」
に登場する架空の兵器。正式名称は

「汎用人型決戦兵器人造人間エヴァ
ンゲリオン」である。エヴァもしく
はＥＶＡが略称。

　瀬戸内市は多くの芸術家を生んだ
創作の地であり、また日本刀のメッ
カ・備前長船を擁する。瀬戸内市立
美術館公募展は、あらためて新しい
世代の創作や芸術を見いだし、育て
ていくために立ち上げたという。
　今回は「刀剣の里備前長船」にち
なみ、伝統的美術工芸品である日本
刀、または日本刀に関連するモノを
テーマにした絵画・イラスト・造形

物を広く募集（応募期間終了）、作
品は審査の上、７月25日㈬～９月９
日㈰同館にて展示する。
　全日本刀匠会との共催。
　一朝一夕の効果に過大な期待は禁
物だが、このような試みは、日本刀
の可能性を広げ、意外な魅力を創出
し、技や素材を駆使した新商品を生
み出すきっかけになるかもしれな
い。

　長船刀剣博物館は日本刀のさまざ
まな展示会で知られるが、この度は
｢若い世代の人にも日本刀の魅力を
知ってほしい」と、エヴァンゲリオ
ンとのコラボレーションを企画、｢
新世紀エヴァンゲリオン」の武器を
モデルにした日本刀を展示する。
　展示内容は、「エヴァンゲリオン
紹介」｢日本刀の匠が表現するエヴァ
ンゲリオン仕様の御刀たち｣「古き
名品からみる日本刀のものづくり」
などで、会期中はこのほか各種イベ
ントも開催される。
　会期は７月14日㈯～９月17日（月
･祝）で無休。
　展示作品のうち、テレビアニメ版
でヒロインの綾波レイが戦闘に使う
など、ストーリーの中で重要な役割
を果たす「ロンギヌスの槍」は、広
島県無形文化財保持者の刀匠・三上
貞直さんが製作した。
　長さ３メートルを超える本作は、
通常の槍をイメージして訪れる人々
の度肝を抜くかもしれない。

■備前長船刀剣博物館
　〒701-4271 岡山県瀬戸内市長船町長船966　☎0869（66）7767

エヴァンゲリヲンと日本刀展

瀬戸内市立美術館公募展「日本刀」

■中鉢美術館
　〒989-6433 宮城県大崎市岩出山上川原町７- ６　☎0229（29）9833

■江戸東京博物館
　〒130-0015 東京都墨田区横網１- ４- １　☎03（3626）9974（代表）

　常設の奥州古鍛冶とそれにかかわ
る諸国の作品を中心に、昨年の大震
災から救われ、被災者それぞれの思
いで当館に託された伝家の宝刀を公
開する。
　会期５月27日㈰～12月28日㈮。展
示品の入れ替えあり。

〈主な展示作品〉
・太刀　包平（古備前）
・太刀　貞綱、有綱（古伯耆）
・太刀　行平
・太刀　舞草

　京都と言えば、修学旅行や観光旅
行で必ず行くことになっている二条

・短刀　国吉（粟田口）
・長巻直し（一文字）
・短刀　兼光（長船初代）
・短刀　守弘（小反）
・小鳥造（手掻）
・刀　月山
・刀　祐定
・刀　綱広
・短刀　宮入行平・将平
・太刀　上林恒平
・太刀　山口清房　ほか

城。そこは、慶長８年（1603）に徳
川家康が築き上げた、戦のための拠大震災から救われた伝家の宝刀展

二条城展

→８ページへ
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荻     

稔

服
部
美
術
店

刀
剣
ギ
ャ
ラ
リ
ー
樹
林

森 

野  

幸 

男

拵
合
せ
致
し
ま
す

〒
１
６
０
–
０
０
０
２
　
東
京
都
新
宿
区
坂
町
18

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
３
５
３
–
８
８
１
０

も
ち
だ
美
術

さ
い
た
ま
市
中
央
区
上
落
合
１
–
９
–
４
–
４
４
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
８
–
８
５
５
–
４
７
９
２

栃
木
県
小
山
市
天
神
町
２
–
８
–
54

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
８
５
–
３
０
–
５
３
５
３

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
３
–
５
–
12
・
２
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
２
７
４
–
５
１
７
０

持 

田  

具 

宏

株
式
会
社
　

古
美
術
刀
友
会

〒
０
３
３
–
０
１
２
３

青
森
県
三
沢
市
堀
口
17
–
２
４
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
０
–
３
３
６
１
–
９
５
５
５

山 

本  

一 

郎

刀
屋〒

２
７
７
–
０
８
６
２

千
葉
県
柏
市
篠
籠
田
１
４
０
０
–
38

　
　
シ
ン
プ
ル
ラ
イ
フ
豊
四
季
２
０
３
号
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
０
–
８
８
７
１
–
１
６
０
４

藤
岡 

弘
之

刀
剣
古
美
術
　
平
安
堂

東
京
都
板
橋
区
板
橋
１
–
22
–
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
９
６
４
–
１
０
０
１

水 

野  

光 

幸

刀
剣
・
書
画
・
骨
董

株
式
会
社
　

和
敬
堂

新
潟
県
長
岡
市
柏
町
１
–
２
–
16

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
５
８
–
３
３
–
８
５
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
５
８
–
３
３
–
８
５
１
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
.w
akeidou.com

土 

肥  

豊 

久

飯
田
高
遠
堂

東
京
都
新
宿
区
下
落
合
３
–
17
–
33

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
９
５
１
–
３
３
１
２

飯
田
慶
久
・
慶
雄

大
東
美
術

板
橋
区
高
島
平
５
–
１
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
９
３
９
–
７
３
３
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
1.ttcn.ne.jp/~daitoubijutu

熊  

倉     

勇

大
阪
刀
剣
会

大
阪
市
中
央
区
日
本
橋
２
–
７
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
６
–
６
６
３
１
–
２
２
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
６
–
６
６
４
４
–
５
４
６
４

吉 

井  

唯 

夫

古
美
術
・
刀
剣
　
山
城
屋

東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
１
–
21
–
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
９
４
２
–
２
７
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
６
６
５
７
–
４
２
２
１

東
京
都
北
区
西
ヶ
原
４
–
35
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
５
７
６
–
１
７
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
５
７
６
–
８
４
１
９

東
京
都
中
央
区
銀
座
３
–
10
–
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
５
４
１
–
８
３
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
５
４
１
–
８
３
７
９

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
.choshuya.co.jp

嶋 

田  

伸 

夫

刀
剣
・
古
美
術
　

誠
友
堂

東
京
都
中
央
区
銀
座
５
–
１
　
銀
座
フ
ァ
イ
ブ
２
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
５
５
８
–
８
０
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
５
５
８
–
８
８
６
８

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
.seiyudo.com

メ
ー
ル
　touken@

seiyudo.com

生 

野  

正

美
術
刀
剣
専
門
店
　

刀
剣
山
城

茨
城
県
守
谷
市
け
や
き
台
１
–
27
–
８

　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
リ
ス
ビ
ル
１
０
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
９
７
–
４
５
–
４
７
６
０

銀
座
　

盛
光
堂

東
京
都
中
央
区
銀
座
８
–
11
–
14 

盛
光
堂
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
５
６
９
–
２
２
５
１
㈹

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
.ginzaseikodo.com

齋  

藤     

恒

新
堀
美
術
刀
剣

横
浜
市
旭
区
さ
ち
が
丘
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
５
–
３
６
４
–
２
８
９
３

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
10.ocn.ne.jp/ ~sim

bori

新
堀
孝
道
・
徹
・
賀
将

刀
工
・
奈
良
県
無
形
文
化
財
保
持
者

浅
草
観
音
裏

　
美
術
・
骨
董
・
書
画
・
工
芸
・
刀
剣
・
鎧

〒
６
３
３
–
０
０
７
３

奈
良
県
桜
井
市
大
字
茅
原
２
２
８
–
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
４
４
–
４
３
–
７
３
３
０

東
京
都
中
野
区
本
町
４
–
45
–
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
３
８
１
–
３
０
７
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
.shoubudou.co.jp

月 

山  

貞 

利

岡
山
県
重
要
無
形
文
化
財
　
金
工
・
刀
身
彫

岡
山
市
北
区
平
和
町
２
–
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
６
–
２
２
３
–
２
３
１
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
８
６
–
２
２
３
–
２
３
９
２

柳 

村  

仙 

寿

木
村
美
術
刀
剣
店

群
馬
県
高
崎
市
萩
原
町
４
８
４
–
１
０

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
７
–
３
５
２
–
１
５
９
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
７
–
３
５
２
–
１
５
９
１

富
山
県
高
岡
市
江
尻
１
２
３
５
–
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
６
６
–
２
８
–
２
２
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
６
６
–
２
８
–
２
２
１
７

木 

村  

義 

治

石
原
砥
石
工
業
所

京
都
市
右
京
区
嵯
峨
樒
原
清
水
町
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
７
１
–
４
４
–
０
５
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
７
１
–
４
４
–
０
３
０
８

石
原 

與
五
郎

や
し
ま東

京
都
西
東
京
市
柳
沢
６
–
８
–
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
２
–
４
６
３
–
５
３
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
２
–
４
６
３
–
７
９
５
５

齋 

藤  

雅 

稔

や
し
ま東

京
都
西
東
京
市
柳
沢
６
–
８
–
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
２
–
４
６
３
–
５
３
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
２
–
４
６
３
–
７
９
５
５

齋 

藤  

　 久

㈱
日
本
刀
剣

〒
１
０
５
–
０
０
０
１

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
３
–
８
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
４
３
４
–
４
３
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
４
３
４
–
４
３
２
４

伊 

波  

賢 

一

研
誠
堂〒

１
１
３
–
０
０
３
４

東
京
都
文
京
区
湯
島
１
–
２
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
０
–
５
４
７
３
–
０
０
５
５

石 

塚  

孝 

夫

代
表
取
締
役

刀
剣
、小
道
具
、

甲
冑
武
具
、高
価
買
入

丸
英
美
術
刀
剣
店

栃
木
県
小
山
市
乙
女
３
–
７
–
30

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
８
５
–
４
５
–
０
１
５
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
８
５
–
４
５
–
８
５
９
６

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
.m
aruhidetouken.com

瀬
下
明
・
昌
彦

刀
　
剣

古
美
術

飯 

塚
〒
３
３
７
–
０
０
１
５

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
蓮
沼
１
０
０
４
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
８
–
６
８
８
–
２
０
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
８
–
６
８
８
–
２
０
０
２

飯 

塚  

賢 

路

水
野 
美
行

日
本
刀
鞘
師

池
田 

長
正

刀
剣
研
磨

内
曇
砥・刃
引
き・地
引
き
採
掘
元

柴
田 

光
隆

札
幌 

横
山
美
術

横 

山  

忠 

司

刀
剣・古
美
術

宗 

亨 

庵

村  

中     

亨

〒
８
６
９
–
２
６
１
２

熊
本
県
阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地
４
５
２
７
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
０
–
３
０
７
８
–
４
０
４
４

美
術
刀
剣

阿 

雲 
亭

笹 

原  
俊 
和

東
京
都
足
立
区
東
和
４
–
５
–
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
６
０
５
–
５
６
１
５

刀
剣
古
美
術

菅
原
商
店

菅 

原  

静 

夫

〒
４
６
２
–
０
０
５
９

名
古
屋
市
北
区
駒
止
町
２
–
33
–
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
５
２
–
９
１
６
–
２
５
８
３

東
京
都
墨
田
区
東
向
島
１
–
17
–
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
６
１
３
–
１
０
４
４

古
美
術
刀
剣

後 

藤

後 

藤  

一 

乗

社
長

杉
田 

侑
司

代
表

渡 

辺  

行 

輝

刀
剣・古
銭・切
手・古
美
術
品（
売
買
）

刀
剣・甲
冑
武
具
の
専
門
情
報
紙

㈱
城
南
堂
古
美
術
店

東
京
都
目
黒
区
上
目
黒
４
–
31
–
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
０
–
３
２
０
８
–
９
６
１
２

田
中 
勝
憲

代
表

代
表
取
締
役

日
本
刀・武
器・武
具
　

㈲
刀
剣
は
た
や

東
京
都
町
田
市
原
町
田
３
–
14
–
14

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
２
–
７
２
９
–
２
０
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
２
–
７
２
１
–
６
０
８
０

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w
.toukenhataya.jp

籏
谷 

三
男

代
表
取
締
役

日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
会
員・全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
会
員

五
代
目

日
本
刀・火
縄
銃
の
専
門
店

平成24年（2012）盛夏　暑中お見舞い申し上げます

印刷／株式会社日刊企画


